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青い海と緑の山々に恵まれた中国地域に、地域づくりの風が吹き始めています。

自分たちの大好きなこの街を少しでも良くし、子どもたちにしっかりと手渡したい。

こんな気持ちで頑張っている人たちがいっぱいいます。

「碧い風」は、そんなまちづくり人を結びながら、自分たちのまわりにある魅力を高め、

きらめくような中国地域にしていく媒体にしていきたいと思っています。

強くはないが、楽しい風。

そんな風を、みなさんと一緒に巻き起こしたいと考えています。

＊本誌は再生紙を使用しています
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気
象
災
害
が
激
甚
化
し
、

災
害
対
策
の
重
要
性
が
増
す

大
規
模
な
土
石
流
が
発
生
し
た
平
成

二
十
六
年
八
月
豪
雨
に
よ
る
広
島
県
の
土
砂

災
害
、
広
域
的
な
洪
水
被
害
を
も
た
ら
し

た
平
成
三
十
年
七
月
豪
雨
（
西
日
本
豪
雨
）、

大
雨
で
多
数
の
河
川
が
氾
濫
し
た
令
和
元
年

東
日
本
台
風
を
は
じ
め
、
近
年
豪
雨
災
害
が

多
発
し
て
い
る
。
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
以

降
、
二
〇
一
六
（
平
成
二
十
八
）
年
の
熊
本

地
震
や
鳥
取
県
中
部
地
震
、
二
〇
一
八
（
平

成
三
十
）
年
の
北
海
道
胆い

振ぶ
り
東
部
地
震
な
ど
、

地
震
も
全
国
的
に
起
き
て
い
る
。

地
震
な
ど
地
面
の
下
で
起
き
る
災
害
を

「
地ち

象し
ょ
う

災
害
」、
豪
雨
な
ど
地
面
の
上
で
起
き

る
災
害
を
「
気
象
災
害
」
と
呼
ぶ
。
ど
ち
ら

の
災
害
も
全
国
で
激
し
さ
が
増
し
て
い
る

が
、
中
国
地
域
に
お
い
て
は
特
に
気
象
災

害
が
心
配
な
状
況
と
い
え
る
。
国
が
管
理

す
る
河
川
で
は
、
治
水
対
策
は
基
本
的
に
、

一
〇
〇
年
確
率
降
水
量
を
基
に
講
じ
ら
れ

る
。
一
〇
〇
年
確
率
降
水
量
は
、
過
去
の
記

録
か
ら
推
測
し
、
百
年
に
一
度
降
る
可
能
性

の
あ
る
大
雨
の
降
水
量
を
示
し
た
も
の
で
、

と
り
わ
け
瀬
戸
内
は
こ
れ
ま
で
雨
が
少
な
い

地
域
だ
っ
た
た
め
、
今
後
起
こ
り
う
る
豪
雨

が
現
在
の
治
水
対
策
の
能
力
を
超
え
て
し
ま

う
可
能
性
が
高
い
と
さ
れ
る
。

行
政
主
体
か
ら
住
民
主
体
の

防
災
対
策
へ

自
然
災
害
の
激
甚
化
が
進
む
中
で
、
日
本

の
防
災
は
今
、
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
各
地
で

大
き
な
災
害
が
起
こ
り
、
行
政
だ
け
で
は
対

応
し
き
れ
な
く
な
っ
て
い
る
現
実
を
前
に
、

行
政
主
体
の
防
災
対
策
か
ら
住
民
主
体
の

防
災
対
策
へ
と
転
換
す
る
必
要
性
が
国
に

よ
っ
て
唱
え
ら
れ
始
め
た
。
こ
の
大
転
換

の
契
機
の
一
つ
が
、
西
日
本
豪
雨
で
あ
る
。

西
日
本
豪
雨
で
は
、
広
島
県
や
岡
山
県
、

愛
媛
県
を
中
心
に
多
く
の
被
害
が
発
生
し
、

特
に
高
梁
川
と
小
田
川
の
合
流
点
に
あ
た
る

岡
山
県
倉
敷
市
真ま

備び

地
区
で
は
市
街
地
の
広

い
範
囲
が
水
没
し
た
。

倉
敷
市
は
そ
の
後
、
住
民
へ
の
情
報
提
供

や
周
知
の
あ
り
方
、
自
主
的
避
難
の
促
進
方

法
を
検
討
す
る
た
め
に
「
倉
敷
市
災
害
に
強

い
地
域
を
つ
く
る
検
討
会
」
を
設
置
し
た
。

私
は
そ
の
委
員
長
に
就
任
し
、
現
場
に
何
度

も
足
を
運
び
、
防
災
力
の
向
上
に
つ
い
て
議

論
し
て
き
た
。

倉
敷
市
が
ま
と
め
た
「
平
成
30
年
７
月
豪

雨
災
害
対
応
検
証
報
告
書
」
に
よ
れ
ば
、
こ

の
災
害
に
対
す
る
避
難
勧
告
が
出
さ
れ
た
の

は
七
月
六
日
二
十
二
時
ご
ろ
で
、
夜
間
の
避

難
勧
告
だ
っ
た
が
約
六
割
の
住
民
が
避
難

し
た
。
近
年
の
状
況
と
比
べ
高
い
避
難
率
で

あ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
倉
敷
市
で
は
高
齢
者
を

中
心
に
七
十
三
名※

１

の
方
々
が
亡
く
な
り
、
そ

の
う
ち
の
四
割
は
要
配
慮
者※

２
だ
っ
た
。

災
害
へ
の
備
え

災
害
へ
の
備
え

防
災
へ
の
主
体
性
を
持
ち
、

行
政
と
住
民
が
一
体
と
な
っ
て

災
害
に
向
き
合
う
社
会
に
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災
害
時
の
経
験
を
防
災
避
難
訓
練
に
生
か
し
、地
区
の
防
災
力
を
高
め
る   

川
越
ま
ち
づ
く
り
協
議
会  《
島
根
県
江
津
市
》

8     「
困
っ
た
と
き
は
お
互
い
さ
ま
」の
気
持
ち
で
多
彩
な
メ
ン
バ
ー
の
専
門
性
を
生
か
し
て
救
援   

災
害
復
興
支
援
団
体 

山
口
災
害
救
援  《
山
口
県
》

10     

実
効
性
の
あ
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
策
定
し
幅
広
い
リ
ス
ク
に
対
応   

天
野
産
業
株
式
会
社  《
岡
山
県
笠
岡
市
》

12     
非
常
時
の
事
業
継
続
と
早
期
復
旧
を
可
能
に
し
、損
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
B
C
P
策
定   

株
式
会
社
丸
十  《
鳥
取
県
倉
吉
市
》

14    ﹇
地
域
に
生
き
る
企
業
家
群
像
﹈  

101  

株
式
会
社
玉
造
温
泉
ま
ち
デ
コ　

代
表
取
締
役
社
長　

角 

幸
治  《
島
根
県
松
江
市
》

18    ﹇
キ
ラ
リ
、輝
く
元
気
企
業
﹈  

74  

光
浦
醸
造
工
業
株
式
会
社  《
山
口
県
防
府
市
》

20    ﹇
夢
紡
人
／
ゆ
め
つ
む
ぎ
び
と
﹈  

97  

株
式
会
社
円
形
劇
場　

代
表
取
締
役　

稲
嶋 

正
彦  《
鳥
取
県
倉
吉
市
》

23    ﹇
こ
の
名
酒
に
こ
の
一
品
﹈  
24  
仁
多
米
コ
シ
ヒ
カ
リ 

純
米
大
吟
醸　

酒
粕
ク
リ
ー
ム
チ
ー
ズ  《
島
根
県
奥
出
雲
町
》

24    ﹇
伝
統
芸
能
を
継
ぐ
人
び
と
﹈  

3  
比
婆
荒
神
神
楽  《
広
島
県
庄
原
市
》

26    ﹇
船
上
か
ら
見
る
景
色
﹈  

6  

周
南
工
場
夜
景
ク
ル
ー
ジ
ン
グ  《
山
口
県
周
南
市
》

28    ﹇
山
を
あ
る
く
﹈  

12  

後
山  《
岡
山
県
・
兵
庫
県
》

28

26

24

14

10

8
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● 表紙写真：洪水で流されない橋を目指し、知恵と技術を結集して造られた錦帯橋（山口県岩国市）
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※1 2020年9月1日現在、災害関連死
21名を含む。倉敷市「平成30年7月
豪雨災害から復興への記録　～被災
からの歩み～」（2020年10月発行）
より

※2 要配慮者…
高齢者（65歳以上）、障がい者、難病
患者、乳幼児、妊産婦、外国人など
の方を指す。2013年の災害対策基
本法の改正で要配慮者のうち、災害
発生時の避難等に特に支援を要する
方の名簿の作成が義務づけられた
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Ｂ
Ｃ
Ｐ
は
マル
チ
シ
ナ
リ
オ
で
対
応

企
業
に
お
い
て
は
、
東
日
本
大
震
災
以

降
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ（
事
業
継
続
計
画
：Business 

Continuity Plan

）
の
策
定
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。
Ｂ
Ｃ
Ｐ
と
は
、
自
然
災
害
な
ど
が
発

生
し
た
場
合
に
、
損
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
、

事
業
の
継
続
や
早
期
復
旧
を
可
能
と
す
る
た

め
に
取
り
決
め
て
お
く
計
画
で
あ
る
。
防
災

の
取
り
組
み
で
は
、
災
害
時
の
事
態
の
展
開

を
シ
ナ
リ
オ
と
し
て
与
え
、
そ
の
時
間
の
流

れ
の
中
で
、
そ
の
時
々
に
取
る
べ
き
行
動
を

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
訓
練
「
マ
イ
・
タ

イ
ム
ラ
イ
ン
」
が
よ
く
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
、
災
害
は
シ
ナ

リ
オ
通
り
に
は
起
き
な
い
と
い
う
点
だ
。
ま

た
、
西
日
本
豪
雨
の
二
カ
月
後
に
北
海
道
胆

振
東
部
地
震
が
起
き
た
よ
う
に
、
複
数
の
災

害
が
発
生
す
る
こ
と
で
、
影
響
が
波
及
的
に

広
が
る
場
合
も
あ
る
。
常
に
マ
ル
チ
シ
ナ
リ

オ
を
描
い
て
リ
ス
ク
に
向
き
合
い
、
さ
ま
ざ

ま
な
シ
ナ
リ
オ
で
共
通
す
る
自
社
の
脆
弱
性

を
見
つ
け
出
し
、
そ
れ
に
対
し
根
源
的
な
対

処
を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
。

防
災
に
よ
って
コ
ミ
ュニ
ティ
を

再
生
す
る

防
災
は
、
地
域
の
有あ

り
様よ
う

の
問
題
で
も

あ
る
。
二
〇
一
七
（
平
成
二
十
九
）
年
の
九

州
北
部
豪
雨
で
、
あ
る
集
落
で
は
土
砂
崩
れ

た
の
大
切
な
人
」
が
ど
う
思
う
か
を
問
い
か

け
る
こ
と
で
、
考
え
方
を
変
え
て
も
ら
う
こ

と
が
大
切
だ
。「
あ
な
た
を
真
似
し
て
お
孫

さ
ん
が
逃
げ
な
か
っ
た
ら
ど
う
思
う
か
」「
自

分
が
避
難
し
た
後
、
お
母
さ
ん
や
お
父
さ
ん

が
探
し
に
い
か
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
ど
う

し
た
ら
い
い
？
」
と
大
切
な
人
と
の
命
の
関

わ
り
の
中
で
防
災
を
考
え
て
い
く
と
、
お
の

ず
と
主
体
的
な
行
動
が
と
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
く
。

メ
リハリ
の
あ
る
要
配
慮
者
対
策
を

逃
げ
ら
れ
る
地
域
を
つ
く
る
に
は
、
避
難

ゼ
ロ
リ
ス
ク
思
想
か
ら
の
解
放

災
害
が
起
き
る
と
、
多
く
の
場
合
、
検
証

委
員
会
を
立
ち
上
げ
て
行
政
の
災
害
対
策
の

課
題
等
に
つ
い
て
議
論
が
な
さ
れ
る
。
私
自

身
、
防
災
研
究
者
と
し
て
数
十
年
に
わ
た
り

委
員
会
に
参
加
し
て
き
た
が
、
行
政
主
導
で

対
策
と
改
善
を
繰
り
返
し
て
も
災
害
は
起
こ

り
、
止
ま
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
た
。

対
策
と
改
善
の
積
み
重
ね
の
先
に
目
指
し

て
い
る
の
は
災
害
の
克
服
、
つ
ま
り
ゼ
ロ
リ

ス
ク
で
あ
る
。
裏
返
せ
ば
、
災
害
は
制
御
で

き
る
も
の
と
い
う
考
え
が
そ
こ
に
は
あ
る
。

し
か
し
、
東
日
本
大
震
災
で
、
十
メ
ー
ト
ル

の
堤
防
を
整
備
し
た
地
域
が
三
十
メ
ー
ト
ル

の
津
波
に
襲
わ
れ
た
よ
う
に
、
災
害
は
姿
形

を
変
え
て
何
度
も
や
っ
て
く
る
。
議
論
の
枠

組
み
を
変
え
る
べ
き
時
が
来
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
感
じ
て
い
た
。

こ
う
し
た
思
い
を
抱
い
て
委
員
と
し
て
参

加
し
た
内
閣
府
・
中
央
防
災
会
議
「
平
成
30

年
７
月
豪
雨
に
よ
る
水
害
・
土
砂
災
害
か
ら

の
避
難
に
関
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」

で
は
、
防
災
を
推
進
す
る
主
体
が
行
政
で
客

体
が
住
民
と
い
う
構
図
の
限
界
に
つ
い
て
問

題
提
起
し
、
住
民
が
自
分
の
命
を
守
る
こ
と

に
主
体
性
を
持
つ
こ
と
、
行
政
と
住
民
が
一

体
と
な
っ
て
災
害
に
向
き
合
う
社
会
に
変
え

て
い
く
こ
と
に
つ
い
て
議
論
が
展
開
さ
れ
た
。

三
回
の
会
議
を
経
て
ま
と
め
ら
れ
た
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
報
告
書
（
図
1
）
で
は
、

住
民
が
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
と
い
う
意

識
を
持
っ
て
避
難
行
動
を
と
る
こ
と
、
そ
し

て
行
政
は
そ
れ
を
全
力
で
支
援
す
る
と
い
う

こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
防
災
は
従
来
の
「
行

政
サ
ー
ビ
ス
」
か
ら
「
行
政
サ
ポ
ー
ト
」
へ

と
変
え
る
必
要
性
が
明
確
に
示
さ
れ
た
。

主
体
性
を
高
め
る
た
め
の

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
ション・
デ
ザ
イ
ン

防
災
に
対
し
主
体
性
を
持
つ
と
は
す
な
わ

ち
、
当
事
者
意
識
を
高
め
る
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
数
々
の
被
災
地
を
見
て

き
た
中
で
分
か
っ
た
の
は
、
防
災
意
識
の
高

さ
に
か
か
わ
ら
ず
、
い
ざ
と
な
る
と
人
は
逃

げ
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
れ
を
分
か
っ

た
上
で
、
住
民
の
意
識
を
変
え
、
住
民
が
逃

げ
ら
れ
る
地
域
を
つ
く
る
必
要
が
あ
る
。

避
難
へ
の
意
識
を
高
め
る
に
は
、
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
周
知
や
情
報
発
信
だ
け
で
な
く
、
防

災
教
育
な
ど
を
通
じ
て
人
の
心
を
本
当
に
動
か

す
こ
と
が
重
要
に
な
る
。
そ
の
た
め
に
カ
ギ
に

な
る
の
が
、
人
の
心
を
動
か
す
科
学
で
あ
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
。

以
前
、
新
潟
県
で
豪
雨
災
害
に
遭
っ
た

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
女
性
に
な
ぜ
避
難
し
な

か
っ
た
の
か
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
そ
の
方

は
「
逃
げ
れ
ば
助
か
る
け
ど
、
こ
の
家
は
若

い
と
き
に
お
じ
い
さ
ん
と
一
緒
に
作
っ
た
家

で
、
後
の
生
活
を
考
え
た
ら
一
緒
に
流
さ
れ

た
方
が
い
い
と
思
っ
た
」
と
語
っ
て
い
た
。

ま
た
、
西
日
本
豪
雨
で
は
、
寝
た
き
り
の

妻
と
と
も
に
自
宅
に
と
ど
ま
っ
た
高
齢
男
性

も
い
た
。
昔
に
比
べ
て
堤
防
も
立
派
に
な
っ

た
し
、
人
で
溢
れ
た
避
難
所
で
妻
を
寝
か
す

よ
り
は
、
自
宅
に
い
た
方
が
い
い
と
思
っ
た

の
だ
ろ
う
。
逃
げ
る
べ
き
だ
と
分
か
っ
て
い

て
も
、
避
難
に
よ
る
現
実
的
な
代
償
が
あ
ま

り
に
大
き
い
人
も
い
る
。
防
災
の
視
点
で
の

最
善
策
が
、
そ
の
人
に
と
っ
て
は
最
善
策
で

な
い
こ
と
も
あ
る
。

一
人
で
も
犠
牲
者
を
減
ら
す
た
め
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
尺
度
を
認
め
た
上
で
、「
あ
な

路
な
ど
の
整
備
も
大
切
だ
が
、
行
政
と
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
側
と
で
役
割
分
担
を
明
確
に

す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

日
本
の
防
災
の
最
重
要
課
題
は
、
高
齢

者
を
中
心
と
し
た
要
配
慮
者
の
命
を
守
る

こ
と
で
あ
る
。
災
害
犠
牲
者
の
七
、八
割
は

高
齢
者
と
い
わ
れ
て
お
り
、
内
閣
府
で
は

二
〇
〇
四
（
平
成
十
六
）
年
度
に
「
集
中
豪

雨
時
等
に
お
け
る
情
報
伝
達
及
び
高
齢
者
等

の
避
難
支
援
に
関
す
る
検
討
会
」
を
立
ち
上

げ
て
「
災
害
時
要
援
護
者
の
避
難
支
援
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
を
ま
と
め
て
検
討
を
重
ね
て
き

た
が
、
現
在
で
も
状
況
は
そ
れ
ほ
ど
変
わ
っ

て
い
な
い
。

前
述
の
「
倉
敷
市
災
害
に
強
い
地
域
を
つ

く
る
検
討
会
」
で
、
倉
敷
市
の
要
配
慮
者
の

人
数
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
人
口
四
十
八
万

人
の
う
ち
、
四
万
人
で
あ
っ
た
。
四
万
人
の

避
難
は
容
易
で
は
な
い
。
し
か
し
実
際
に
は
、

六
十
五
歳
以
上
の
健
康
な
高
齢
者
が
か
な
り

含
ま
れ
て
お
り
、
精
査
す
る
と
本
当
に
支
援

が
必
要
な
要
配
慮
者
は
そ
の
一
割
以
下
で
あ

る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
生
命
維
持
装
置
を
つ

け
て
い
る
人
や
寝
た
き
り
の
人
な
ど
、
家
族

や
近
隣
住
民
の
補
助
で
は
避
難
が
難
し
い
人

は
行
政
が
支
援
し
、
そ
う
で
は
な
い
比
較
的

健
康
な
人
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
側
で
支
援

す
る
と
い
う
よ
う
に
、
役
割
を
明
確
に
し
、

メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
要
配
慮
者
対
策
を
す
る
こ

と
が
犠
牲
者
を
減
ら
す
第
一
歩
と
い
え
る
。

で
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
犠
牲
に
な
っ
た
住
民
は
一
人
も
出
な

か
っ
た
。
雨
が
激
し
く
な
っ
た
と
き
に
、
地

域
の
若
者
が
車
で
高
齢
者
を
迎
え
に
行
き
、

避
難
所
に
連
れ
て
い
っ
た
と
い
う
。「
子
ど

も
の
こ
ろ
か
ら
、
集
落
の
人
た
ち
に
か
わ
い

が
っ
て
も
ら
っ
た
。
こ
う
い
う
状
況
に
な
っ

て
誰
が
彼
ら
を
助
け
る
か
と
い
っ
た
ら
、
当

然
私
で
し
ょ
う
」
と
話
す
若
者
の
姿
に
い
た

く
感
動
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。

年
を
と
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
築
く
こ
と
が
防
災
の
原
点
と

も
い
え
る
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
問
題
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
希
薄
化
に
よ
っ
て
共
助
の
力

が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、

防
災
に
よ
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
再
生
す
る

と
い
う
発
想
の
転
換
が
今
こ
そ
求
め
ら
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

出典：内閣府 平成30年7月豪雨による水害・土砂災害からの避難に関するワーキンググループ 「平成30
年7月豪雨を踏まえた水害・土砂災害からの避難のあり方について（報告）（2018年12月26日公表）」

p r o f i l e

片田 敏孝〈かただ・としたか〉

1960年生まれ。東京大学大学院情報学環特任教授。
日本災害情報学会会長。豊橋技術科学大学大学院博士
課程修了。群馬大学教授などを経て、2017年より現職。
災害への危機管理対応、災害情報伝達、防災教育、コミュ
ニケーション・デザイン等について研究するとともに、
内閣府中央防災会議や中央教育審議会をはじめ、国や地
方自治体の多数の委員会、審議会に携わり、防災行政の
推進にあたっている。著書に『人に寄り添う防災』『人が
死なない防災』（集英社新書）など。

図1　西日本豪雨を経て新たに示された
     避難に対する基本姿勢

岩手県釜石市では2005年から片田教授の指導のもと、小中学校での防災教育に取り組んできた。その結果、東日本
大震災では児童・生徒が主体的に行動を起こし、即座に高台へ避難した

2006年岩手県釜石市立唐丹小学校での「防災マップづくり」。街
歩きで見つけた避難場所を子どもたち自身が地図に記入する

1. 避難に対する基本姿勢

実現のための戦略

❷ 全国で専門家による支援体制を整備

子供 リスク情報

防災情報

地域

高齢者

＜目指すべき社会＞
住 民   「自らの命は自らが守る」意識を持つ
平時より、災害リスクや避難行動等について把握する
地域の防災リーダーのもと、避難計画の作成や避難訓練等を行い地域の防災力を高める
災害時には自らの判断で適切な避難行動をとる

行 政　住民が適切な避難行動をとれるよう全力で支援をする
平時より、災害リスクのある全ての地域で、あらゆる世代の住民を対象に、継続
的に防災教育、避難訓練などを実施し、「自らの命は自らが守る」意識の徹底や地
域の災害リスクととるべき避難行動等の周知をする
災害時には、避難行動が容易にとれるよう、防災情報をわかりやすく提供する

災害のリスクのある全ての小･中学
校等における避難訓練・防災教育

❶ 災害リスクのある全ての地域で
　 あらゆる世代の住民に普及啓発

❸ 住民の行動を支援する
　 防災情報を提供

地域の災害リスクを容易に
入手できるよう、各種災害
のリスク情報を集約して一
元化し、重ね合わせて表示

防災情報を５段階の警戒レ
ベルにより提供することな
どを通して、受け手側が情
報の意味を直感的に理解で
きるような取組を推進

全国で地域防災リーダーを育成し、
防災力を強化
全国で防災と福祉が連携し、高齢
者の避難行動に対する理解を促進

全国で地域に精通した防災の専門家による
支援体制を整備し、❶の取組を支援

専門家（水害、土砂災害、防災気象情報）

写真提供：東京大学片田研究室   
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防
災
体
制
構
築
の
最
中
に

西
日
本
豪
雨
が
発
生

江
津
市
桜
江
町
川
越
地
区
は
、
市
中
心
部

か
ら
南
東
へ
車
で
三
十
分
ほ
ど
の
位
置
に
あ

り
、
人
口
約
五
百
二
十
人
、
後
期
高
齢
者
比

率
（
七
十
五
歳
以
上
）
約
三
十
四
％※

２

の
地
域

で
あ
る
。
地
区
の
中
心
に
は
中
国
地
域
最
大

の
河
川
で
あ
る
江
の
川
が
流
れ
、
過
去
に
何

度
も
氾
濫
し
、
そ
の
度
に
民
家
や
田
畑
の
浸

水
被
害
な
ど
に
見
舞
わ
れ
て
き
た
。

こ
う
し
た
背
景
か
ら
、
住
民
の
防
災
へ

の
意
識
は
比
較
的
高
か
っ
た
が
、
近
年
は
高

齢
者
の
独
居
が
増
加
し
、
避
難
所
に
行
き

た
く
て
も
移
動
の
大
変
さ
か
ら
自
宅
に
と

ど
ま
る
住
民
が
増
え
て
き
た
。
そ
の
た
め
、

二
〇
一
五
（
平
成
二
十
七
）
年
に
設
立
さ
れ

た
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で
は
、
住
民
同
士
の

つ
な
が
り
を
強
め
、
災
害
時
に
助
け
合
え
る

仕
組
み
づ
く
り
を
模
索
し
て
き
た
。

二
〇
一
七
年
か
ら
は
、
地
域
防
災
活
動
の

指
導
や
育
成
に
取
り
組
む
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ぼ
う

ぼ
う
ネ
ッ
ト
の
山
﨑
隆
弘
さ
ん
を
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
に
迎
え
、
避
難
所
へ
の
経
路
確
認
や
危

機
対
応
力
を
養
う
研
修
を
実
施
し
た
。
さ
ら

に
、
自
治
会
長
、
消
防
団
員
、
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
の
防
災
安
全
部
員
か
ら
な
る
防
災
組

織
を
結
成
し
た
。

二
〇
一
八
（
平
成
三
十
）
年
度
に
は
島
根

県
の
地
域
防
災
人
材
育
成
研
修
事
業
を
活
用

し
、
水
害
を
想
定
し
た
防
災
避
難
訓
練
を
実

施
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、
そ
の
矢
先
に
西
日

本
豪
雨
が
発
生
。
同
地
区
で
は
全
世
帯
の
三

分
の
一
に
あ
た
る
百
世
帯
以
上
が
床
上
浸
水

し
た
。
発
生
三
日
後
、
江
津
市
社
会
福
祉
協

議
会
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
立
ち
上

げ
、
特
に
深
刻
な
被
害
を
受
け
た
川
越
地
区

に
は
サ
テ
ラ
イ
ト
を
設
置
し
て
、
被
災
者
の

生
活
再
建
支
援
に
あ
た
っ
た
。

被
災
者
の
中
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

必
要
で
も
支
援
の
要
請
を
遠
慮
す
る
住
民

や
、
疲
れ
か
ら
い
ら
だ
っ
て
い
る
住
民
も
い

る
。
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
は
、
住
民
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
つ
な
ぎ
役
と
な
る
べ
く
、
被
災

者
に
対
し
き
め
細
か
な
支
援
を
行
っ
た
。
毎

朝
、
各
自
治
会
長
に
住
宅
を
一
軒
ず
つ
回
っ

て
も
ら
い
、
被
害
状
況
と
住
民
の
ニ
ー
ズ
を

把
握
。
そ
の
情
報
を
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で

整
理
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
活
動
先
ま
で
案

内
す
る
と
い
う
役
割
を
担
っ
た
。

日
頃
の
訓
練
が

地
区
の
防
災
力
を
高
め
る

同
年
十
一
月
、
川
越
地
区
で
は
、
西
日
本
豪

雨
の
経
験
を
地
域
で
共
有
し
よ
う
と
防
災
研
修

会
を
開
催
。
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
役
員
や
防

災
安
全
部
員
、
民
生
委
員
、
消
防
団
員
、
婦
人

会
の
会
員
な
ど
約
七
十
名
が
参
加
し
、
災
害
時

の
行
動
を
振
り
返
り
、
検
証
を
行
っ
た
。

江
の
川
流
域
で
は
七
月
五
日
か
ら
七
日
に

か
け
て
降
雨
が
続
き
、
六
日
の
午
後
六
時
以

降
に
江
の
川
の
水
位
が
急
上
昇
し
た
。
川
越

地
区
で
は
避
難
判
断
水
位
を
超
え
た
六
日
午

後
八
時
四
十
五
分
に
避
難
勧
告
が
、
翌
七
日

午
前
一
時
半
に
避
難
指
示
が
発
令
さ
れ
た
。

研
修
会
参
加
者
に
当
時
の
様
子
や
実
際
の

行
動
を
尋
ね
る
と
、「
も
う
少
し
、
も
う
少
し

と
片
付
け
を
続
け
て
い
た
ら
避
難
が
遅
く
な
っ

た
」「
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
安
否
が
気
に

な
っ
た
」「
停
電
に
備
え
て
ご
飯
を
炊
い
た
」

と
い
っ
た
回
答
が
挙
げ
ら
れ
た
。
避
難
場
所
は
、

自
宅
の
二
階
な
ど
自
宅
の
高
い
場
所
が
三
十
九

名
、
避
難
所
が
十
六
名
、
親
戚
・
知
人
宅
が
五

名
と
、
自
宅
避
難
者
が
半
数
以
上
を
占
め
、
避

難
所
へ
の
移
動
は
約
四
分
の
一
に
と
ど
ま
っ

た
。
昔
は
防
災
無
線
を
聞
い
て
一
家
で
知
人
宅

に
避
難
す
る
の
が
慣
例
だ
っ
た
が
、
一
人
暮
ら

し
の
高
齢
者
の
場
合
、
一
緒
に
避
難
を
す
る
家

族
が
い
な
い
た
め
、
避
難
行
動
を
起
こ
し
に
く

く
、
自
主
避
難
を
後
押
し
す
る
声
か
け
の
大
切

さ
が
再
認
識
さ
れ
た
。

ま
た
、
安
否
確
認
の
問
題
も
浮
き
彫
り
に

な
っ
た
。

「
停
電
で
固
定
電
話
が
つ
な
が
ら
ず
、
住
民
は

避
難
し
て
い
る
の
か
、仕
事
で
地
区
外
に
行
っ

た
の
か
と
い
う
安
否
確
認
が
難
し
か
っ
た
で

す
ね
」
と
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
会
長
の
中
村

征
雄
さ
ん
は
振
り
返
る
。

こ
う
し
た
内
容
を
踏
ま
え
、
二
〇
一
八
年

十
二
月
に
実
施
し
た
防
災
避
難
訓
練
で
は
、

避
難
を
促
す
声
か
け
と
安
否
確
認
に
重
点
を

置
い
た
。
防
災
無
線
か
ら
避
難
勧
告
が
発
令

さ
れ
る
と
、
自
治
会
長
や
消
防
団
な
ど
が
避
難

を
呼
び
か
け
、
指
定
避
難
所
へ
移
動
す
る
か
自

宅
で
避
難
す
る
か
の
確
認
を
一
軒
ず
つ
行
っ

た
。
一
軒
ず
つ
回
っ
た
の
は
、
住
民
の
自
主
的

な
行
動
に
任
せ
る
の
で
は
な
く
、
顔
を
合
わ
せ

る
こ
と
で
避
難
へ
の
意
識
を
よ
り
高
め
て
も

ら
う
の
が
狙
い
だ
。
そ
の
後
、
避
難
所
な
ど

で
住
民
の
安
否
確
認
を
行
っ
て
、
地
区
全
体

の
避
難
状
況
の
情
報
を
協
議
会
で
集
約
し
た
。

訓
練
後
、
島
根
県
や
江
津
市
、
防
災
組
織

の
メ
ン
バ
ー
、
ぼ
う
ぼ
う
ネ
ッ
ト
の
山
﨑
さ

ん
ら
が
集
ま
り
、
振
り
返
り
を
行
っ
た
。
こ

の
経
験
を
経
て
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で
は
、

日
頃
の
訓
練
が
い
ざ
と
い
う
時
の
行
動
と
地

域
の
助
け
合
い
の
土
壌
に
な
り
、
ひ
い
て
は

地
域
自
体
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
改
め

て
実
感
し
た
と
い
う
。

「
頭
で
は
分
か
っ
た
つ
も
り
で
も
、
災
害
時

は
訓
練
通
り
に
動
け
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

災
害
時
の
体
制
や
行
動
に
慣
れ
る
こ
と
が
大

切
な
の
で
、
今
後
も
継
続
し
て
防
災
訓
練
を

実
施
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と
同
協
議
会

事
務
局
長
の
坂
本
勤
さ
ん
は
話
す
。

要
援
護
者
の
避
難
が
課
題

二
〇
二
〇
（
令
和
二
）
年
度
末
に
開
催
予

定
の
防
災
避
難
訓
練
で
は
、
理
学
療
法
士
か

ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、
高
齢
者
や

障
が
い
の
あ
る
方
な
ど
の
要
配
慮
者
を
い
か

に
安
全
に
早
く
指
定
避
難
所
へ
避
難
さ
せ
る

か
の
検
討
も
行
う
と
い
う
。

「
要
配
慮
者
を
腕
で
抱
え
た
り
、
車
い
す
に
乗

せ
た
り
し
て
避
難
所
に
連
れ
て
行
く
こ
と
は
想

像
以
上
に
大
変
で
す
。
避
難
支
援
者
の
身
体
に

も
過
度
な
負
担
を
か
け
な
い
避
難
方
法
を
現
在

考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
」
と
坂
本
さ
ん
。

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で
は
、
防
災
体
制
づ

く
り
な
ど
ソ
フ
ト
面
の
備
え
を
着
々
と
進
め

な
が
ら
、
堤
防
整
備
な
ど
ハ
ー
ド
面
の
課
題

に
も
向
き
合
っ
て
い
る
。
西
日
本
豪
雨
で
は
、

指
定
避
難
所
八
カ
所
の
う
ち
六
カ
所
が
浸
水

し
た
た
め
、
住
民
と
一
緒
に
避
難
所
の
増
設

を
計
画
し
た
。
自
宅
か
ら
で
き
る
だ
け
近
い

川
越
ま
ち
づ
く
り
協
議
会  

《
島
根
県
江ご
う

津つ

市
》

江ご
う

の
川か

わ

の
氾
濫
で
幾
度
も
浸
水
被
害
を
受
け
て
き
た
江
津
市
桜さ

く
ら

江え

町
川
越
地
区

で
は
、
住
民
自
治
組
織
の
川
越
ま
ち
づ
く
り
協
議
会※

１（
以
下
、ま
ち
づ
く
り
協
議
会
）

が
中
心
と
な
っ
て
二
〇
一
七
（
平
成
二
十
九
）
年
よ
り
防
災
活
動
に
力
を
入
れ
て

き
た
。
平
成
三
十
年
七
月
豪
雨
災
害
（
西
日
本
豪
雨
）
時
に
お
け
る
行
動
を
地
域

で
振
り
返
り
、
そ
の
経
験
を
防
災
避
難
訓
練
に
反
映
す
る
こ
と
で
、
よ
り
実
践
的

な
防
災
活
動
に
つ
な
げ
て
い
る
。

災
害
へ
の
備
え

◆川越まちづくり協議会：0855（93）0825　  写真提供：川越まちづくり協議会

2018年12月に実施した防災訓練には全住民530人が参加。各自治会の防災部員と消防団などが手分けをし、
避難所に行くか、自宅で避難するかを一軒ずつ確認した

2019年の防災訓練では、避難
が困難な要配慮者を、新たに指
定された避難所へ搬送。要配慮
者の避難の難しさを実感した

川越まちづくり協議会会
長の中村征雄さん（左）と
事務局長の坂本勤さん

川越地区では西日本豪雨で100世帯以上が床
上浸水の被害に遭った

※1 川越まちづくり協議会…
江津市では、人口減少・少子
高齢化によって起こる地域の
課題を解決するため、「地域
コミュニティ組織」の設立を
推進している。構成員は自治
会・婦人会・まちづくりグルー
プなどからなり、原則として
全住民参加となっている

※2 2020年4月末時点
2018年11月の防災研修会では、災害時の行動
を振り返った

災
害
時
の
経
験
を
防
災
避
難
訓
練
に
生
か
し
、

地
区
の
防
災
力
を
高
め
る

場
所
に
避
難
で
き
る
よ
う
、
高
台
に
あ
る
寺

や
神
社
な
ど
十
三
カ
所
を
新
た
に
選
定
し
た

上
で
市
に
申
請
を
行
い
、二
〇
一
九
（
令
和
元
）

年
八
月
に
指
定
避
難
所
と
し
て
認
可
さ
れ
た
。

川
越
地
区
は
、
中
山
間
地
域
の
生
活
機
能

確
保
を
目
的
と
し
た
島
根
県
の
「
小
さ
な
拠

点
づ
く
り
」
モ
デ
ル
地
区
推
進
事
業
に
選
定

さ
れ
、
今
後
、
住
民
が
防
災
知
識
な
ど
を
学

ぶ
「
地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
」
な
ど

を
開
催
す
る
予
定
だ
。

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で
は
、
今
後
も
行
政

や
住
民
組
織
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
、
住
民

一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
っ
て
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
く
。
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浸
水
す
る
な
ど
、
大
規
模
な
洪
水
被
害
が
発

生
し
た
。
数
日
後
、
町
と
県
の
両
社
会
福
祉

協
議
会
は
美
川
町
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
を
設
立
し
、
県
内
か
ら
駆
け
付
け
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
と
も
に
、
運
営
に
あ
た
っ
た
。

そ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
が
「
今
後
も
一
緒

に
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取
り
組
も
う
」

と
、
二
〇
〇
七
（
平
成
十
九
）
年
に
結
成
し
た

の
が「
災
害
復
興
支
援
団
体 

山
口
災
害
救
援
」

で
あ
る
。

メ
ン
バ
ー
は
山
口
県
内
在
住
の
四
十
一
名
。

年
齢
層
は
二
十
代
か
ら
七
十
代
ま
で
と
幅
広

く
、
職
業
も
災
害
支
援
ナ
ー
ス
、
電
気
工
事

士
、
栄
養
士
、
社
会
福
祉
士
、
気
象
予
報
士
、

通
訳
者
、
自
衛
隊
員
、
農
林
水
産
業
者
な
ど

と
多
岐
に
わ
た
り
、
学
生
も
参
加
し
て
い
る
。

「『
困
っ
た
と
き
は
お
互
い
さ
ま
』
の
気
持
ち

を
持
っ
て
、
被
災
地
で
の
支
援
活
動
に
あ

た
っ
て
お
り
ま
す
」
と
、
同
団
体
お
世
話
役

の
杉
本
邦
夫
さ
ん
。
活
動
は
、
被
災
地
へ
の

人
的
・
物
的
支
援
を
は
じ
め
、
平
常
時
か
ら

の
防
災
啓
発
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
お
よ
び

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運
営
ス
タ
ッ

フ
の
養
成
、
さ
ら
に
全
国
の
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
に
ま
で
及
ぶ
。

経
験
を
生
か
し
て
的
確
に

県
内
の
全
被
災
地
を
救
援

結
成
後
、
二
〇
〇
九
（
平
成
二
十
一
）
年

の
防ほ

う

府ふ

市
佐さ

波ば

川が
わ

流
域
災
害
な
ど
山
口
県
内

で
発
生
し
た
全
て
の
災
害
、
さ
ら
に
二
〇
一
一

（
平
成
二
十
三
）
年
の
東
日
本
大
震
災
、

二
〇
一
六
（
平
成
二
十
八
）
年
の
熊
本
地
震

な
ど
全
国
各
地
の
災
害
に
も
駆
け
付
け
て
救

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
き
た
。

県
内
の
災
害
で
は
、
発
生
直
後
に
ま
ず

リ
ー
ダ
ー
格
の
メ
ン
バ
ー
が
現
地
に
赴
き
、

状
況
を
把
握
し
て
「
ど
の
場
所
に
い
つ
、
ど

ん
な
支
援
が
必
要
か
」
を
考
え
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
作
業
を
依
頼
す
る
マ
ッ
チ
ン
グ
を

行
う
。
そ
こ
で
功
を
奏
す
る
の
が
メ
ン
バ
ー

の
多
彩
な
能
力
と
救
援
実
績
だ
。
病
気
の
方

の
支
援
に
は
災
害
支
援
ナ
ー
ス
、
拠
点
施
設

の
設
置
に
は
電
気
工
事
士
と
い
う
よ
う
に
、

メ
ン
バ
ー
の
専
門
性
を
生
か
し
て
担
当
を
振

り
分
け
る
。
被
災
地
で
は
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の

復
旧
、
支
援
物
資
の
配
布
、
家
屋
床
下
の
泥

出
し
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
作
業
が
次
々
に
求
め

ら
れ
る
が
、
数
々
の
災
害
救
援
経
験
か
ら
各

メ
ン
バ
ー
が
「
今
、
必
要
な
こ
と
」
を
素
早

く
察
知
し
、
細
か
い
指
示
が
な
く
て
も
行
動

に
移
せ
る
点
が
強
み
だ
。

「
災
害
発
生
後
、
段
階
に
応
じ
て
求
め
ら
れ
る

力
や
技
、
モ
ノ
を
的
確
か
つ
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

に
お
届
け
す
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
」

ま
た
、
機
材
の
整
理
整
頓
・
管
理
な
ど
の
事

故
防
止
策
も
一
人
ひ
と
り
が
熟
知
し
て
い
る
。

東
日
本
大
震
災
で
は
直
後
に
現
地
入
り
し

て
、
年
会
費
や
寄
付
を
基
に
「
被
災
地
へ
安

全
ブ
ザ
ー
を
届
け
よ
う
！
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
し
て
岩
手
県
・
宮
城
県
の
被
災
者
六
千
人

に
防
犯
ブ
ザ
ー
を
、「
ま
ご
こ
ろ
バ
ケ
ツ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
仮
説
住
宅
千
百
戸
に

生
活
必
需
品
を
詰
め
た
バ
ケ
ツ
を
、
在
宅
被

災
者
二
百
六
戸
に
は
洗
剤
と
テ
ィ
ッ
シ
ュ

を
、
そ
れ
ぞ
れ
手
渡
し
た
。「
ま
ご
こ
ろ
バ

ケ
ツ
」
に
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
記
し
た
カ
ー

ド
を
貼
り
付
け
た
の
は
、「
直
に
書
く
と
バ

ケ
ツ
が
記
念
品
扱
い
さ
れ
て
し
ま
う
け
れ

ど
、
カ
ー
ド
な
ら
取
り
外
せ
て
そ
の
後
バ
ケ

ツ
が
ち
ゃ
ん
と
活
用
さ
れ
ま
す
か
ら
」
と
い

う
杉
本
さ
ん
の
過
去
の
経
験
か
ら
生
ま
れ
た

心
配
り
だ
。
カ
ー
ド
の
貼
り
付
け
や
品
物
を

詰
め
る
作
業
な
ど
を
メ
ン
バ
ー
外
の
人
に
も

手
伝
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
活
動
の
広
が
り

に
も
つ
な
げ
て
い
る
。

次
世
代
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

「
山
災
塾
」で
育
成

防
災
啓
発
や
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
の

活
動
に
つ
い
て
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
主

催
す
る
講
座
で
講
師
を
務
め
る
ほ
か
、
独
自

の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
山
災
塾
」
も
運
営
し
て
い
る
。

「
山
災
塾
」
は
中
高
生
を
含
む
若
者
を
対
象

と
し
、
二
〇
一
九
（
令
和
元
）
年
に
は
防
府

市
で
四
回
開
催
し
、
毎
回
四
十
～
五
十
名
の

若
者
た
ち
が
自
然
災
害
や
被
災
地
に
つ
い
て

学
び
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
平
常
時
か
ら

の
地
域
で
の
支
え
合
い
へ
の
理
解
を
深
め
た
。

講
義
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
加
え
、
被
災

地
を
訪
ね
て
の
視
察
や
被
災
者
と
の
交
流
な

ど
実
践
的
学
習
も
行
い
、「
自
分
に
で
き
る
こ

と
は
何
か
」
を
考
え
る
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

「
つ
な
が
り
」を
重
視
し
、

中
間
支
援
組
織
の
構
築
を
目
指
す

「
防
災
の
第
一
歩
は
、
自
分
の
命
、
家
族
の

命
を
自
ら
守
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
。
災
害
が
起
き
た
ら
ど
う
す
る
の
か
、

家
族
で
話
し
合
っ
て
紙
に
書
き
出
し
、
避
難

ル
ー
ト
を
決
め
て
歩
い
て
み
る
の
も
有
効
で

す
。
そ
う
し
た
意
識
を
身
に
付
け
て
ほ
し
い
」

と
杉
本
さ
ん
。
そ
ん
な
思
い
を
防
災
講
演
会

「
困
っ
た
と
き
は
お
互
い
さ
ま
」の
気
持
ち
で

多
彩
な
メ
ンバ
ー
の
専
門
性
を
生
か
し
て
救
援

災
害
復
興
支
援
団
体 

山
口
災
害
救
援  

《
山
口
県
》

災
害
現
場
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

の
力
が
発
揮
さ
れ
れ
ば
、
支
援
効
果
は
倍
増
す
る
。
看
護
師
、
気
象
予
報
士
、
電

気
工
事
士
な
ど
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
な
る
「
災
害
復
興
支
援
団
体 

山
口
災
害
救
援
」

は
、
専
門
知
識
と
ス
キ
ル
を
生
か
し
、
現
場
が
本
当
に
必
要
と
し
て
い
る
支
援
を

的
確
か
つ
迅
速
に
提
供
し
、
山
口
県
か
ら
全
国
へ
と
活
動
の
場
を
広
げ
て
い
る
。

や
研
修
会
を
通
し
て
伝
え
、
さ
ら
に
全
国
の

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
と
情
報
を
共

有
し
よ
う
と
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
情
報
発
信
に
も

力
を
入
れ
て
い
る
。

「
災
害
情
報
を
迅
速
に
入
手
し
、
多
様
な
ニ
ー

ズ
に
寄
り
添
っ
た
支
援
を
行
っ
て
い
く
た
め

に
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
は
重
要
で
す
。

特
に
現
在
は
、
被
災
地
で
被
災
者
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
体
調
確
認
・
管
理
を
行
う
山
口
県

災
害
看
護
研
究
会
と
連
携
し
て
活
動
す
る
こ

と
が
増
え
て
い
ま
す
」

こ
れ
ま
で
の
活
動
が
認
め
ら
れ
、
二
〇
二
〇

（
令
和
二
）年
に
は「
チ
ャ
レ
ン
ジ
や
ま
ぐ
ち
！

地
域
貢
献
賞
」
を
受
賞
し
た
。

「
山
口
県
の
ど
こ
で
災
害
が
起
き
て
も
避
難
所

運
営
や
災
害
復
興
支
援
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

物
資
の
手
配
が
円
滑
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
、

災
害
に
お
け
る
中
間
支
援
組
織
を
設
立
し
た

い
」
と
今
後
の
目
標
も
見
据
え
る
。
さ
ら
に

現
在
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止

対
策
を
盛
り
込
ん
だ
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
作
成
中
だ
。

「
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
を
訪
ね
て
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
う
な
ど
、
交
流
は
現
在
も

続
い
て
い
ま
す
。
心
の
ケ
ア
も
支
援
の
一
つ

で
す
し
、
交
流
を
通
し
て
わ
れ
わ
れ
も
励
ま

さ
れ
、
活
動
意
欲
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
」

災
害
救
援
に
も
防
災
啓
発
に
も
心
を
働
か

せ
、
未
来
を
見
据
え
て
活
動
を
続
け
て
い
る
。

（
文
・
村
上 

郁
子
）

◆災害復興支援団体 山口災害救援：0827（84）3457　  写真提供：災害復興支援団体 山口災害救援　

平成29年7月九州北部豪雨で被災した大分県日田（ひた）市では流木を撤去

災
害
現
場
で
出
会
っ
た

メ
ン
バ
ー
で
結
成

二
〇
〇
五
（
平
成
十
七
）
年
の
台
風
十
四

号
は
山
口
県
中
部
・
東
部
を
中
心
に
被
害
を

も
た
ら
し
、
錦
川
の
氾
濫
に
よ
り
美
川
町※

と

岩
国
市
合
わ
せ
て
二
千
戸
を
超
え
る
家
屋
が

平成30年7月豪雨後、広島県呉市の仮設住宅で山口災害救
援のメンバーで炊き出しを行った

若者を対象に災害ボランティア育成プロジェクト「山災塾」
を開催

宮城県亘理町（わたりちょう）の被災者に山口県民からの応
援メッセージを届けた

東日本大震災後、宮城県亘理町の家屋で泥出
し作業を手伝う山口災害救援のメンバー

活動支援終了後に再び岩手県遠野（とおの）市を
訪れ、山口県の郷土料理を被災者にふるまった

特集

災
害
へ
の
備
え

※  2006年に岩国市に合併
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さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
を
想
定
し
て
、

B
C
P
を
策
定

岡
山
県
笠
岡
市
を
中
心
に
、
港
湾
、
土

木
、
建
築
工
事
を
行
う
天
野
産
業
が
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ

に
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
、

二
〇
一
一
（
平
成
二
十
三
）
年
の
東
日
本
大

震
災
だ
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
東
京
出
張
中
だ
っ

た
総
務
部
長
が
震
度
五
弱
の
揺
れ
を
経
験

し
、
出
張
か
ら
戻
っ
て
か
ら
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
つ
く

る
こ
と
を
提
案
。
そ
の
後
、
社
を
挙
げ
て
取

り
組
む
こ
と
と
な
っ
た
。

と
は
い
え
、
も
と
も
と
Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
関
心
の

あ
っ
た
総
務
部
長
を
除
き
、
手
探
り
で
の
ス

タ
ー
ト
だ
っ
た
。
岡
山
県
産
業
振
興
財
団
が
県

内
中
小
企
業
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
を
推
進
す
る
た
め

に
モ
デ
ル
企
業
を
募
集
し
て
い
る
こ
と
を
知

り
、応
募
し
た
。
二
〇
一
二（
平
成
二
十
四
）年
、

同
モ
デ
ル
企
業
に
選
ば
れ
研
修
を
重
ね
、
第
一

版
と
な
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
策
定
。
翌
年
二
月
に
は
国

土
交
通
省
中
国
地
方
整
備
局
の
「
中
国
地
方
に

お
け
る
地
域
建
設
業
の
事
業
継
続
計
画
認
定
制

度
」
の
認
定
を
受
け
て
い
る
。

「
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
作
っ
て
終
わ
り
で
は
な
く
、
き
ち

ん
と
実
効
性
の
あ
る
も
の
に
し
て
い
き
た
い

と
い
う
社
長
の
意
向
で
、
事
業
継
続
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
（
Ｂ
Ｃ
Ｍ
Ｓ※

１

）
の
国
際
規

格
で
あ
るISO

22301

の
取
得
に
取
り
組
む

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
運
用
し
な

が
ら
状
況
に
応
じ
て
修
正
す
る
と
い
う
作
業

を
行
い
ま
し
た
」

そ
う
話
す
の
は
、同
社
の
Ｂ
Ｃ
M
推
進
チ
ー

ム
リ
ー
ダ
ー
・
古
江
早
苗
さ
ん
だ
。
古
江
さ

ん
は
、
各
部
署
の
担
当
者
か
ら
意
見
を
聴
取

し
、
意
識
調
査
や
出
動
訓
練
な
ど
の
社
員
教

育
を
繰
り
返
し
行
っ
た
。
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
当
初

は
、
主
に
震
災
対
応
を
想
定
し
て
い
た
が
、

Ｉ
Ｓ
Ｏ
認
証
に
取
り
組
む
中
で
、会
社
に
と
っ

て
の
リ
ス
ク
は
地
震
だ
け
で
は
な
い
こ
と
を

学
ん
だ
。
風
水
害
や
感
染
症
、
従
業
員
の
引

き
抜
き
や
発
注
の
減
少
な
ど
、
事
業
継
続
の

妨
げ
と
な
り
う
る
幅
広
い
リ
ス
ク
を
想
定
し
、

社
長
や
役
員
と
の
間
で
意
思
の
確
認
を
と
り

な
が
ら
方
針
を
共
有
し
て
い
っ
た
と
い
う
。

こ
う
し
て
、
同
社
は
二
〇
一
四
（
平
成

二
十
六
）
年
三
月
にISO

22301

を
取
得

し
た
。
こ
れ
は
建
設
会
社
と
し
て
は
国
内
初

で
あ
り
、
ま
た
岡
山
県
下
に
お
い
て
も
初
め

て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
翌
年
に
は
、
内
閣
官

房
国
土
強
靭
化
推
進
室
に
よ
る
レ
ジ
リ
エ
ン

ス
認
証※
２
も
取
得
し
て
い
る
。

日
頃
の
備
え
に
よ
り

非
常
事
態
で
も
迅
速
に
対
応

二
〇
一
五
（
平
成
二
十
七
）
年
一
月
、
天

野
産
業
の
リ
ス
ク
対
応
力
が
問
わ
れ
る
事

態
が
起
き
た
。
笠
岡
市
内
の
養
鶏
場
で
鳥
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し
、
最
終
的
に
約

二
十
万
羽
が
殺
処
分
と
な
っ
た
。

同
社
に
第
一
報
が
入
っ
た
の
は
、
一
月
十
五

日
十
六
時
頃
。
建
設
会
社
に
と
っ
て
は
繁
忙
期

で
あ
り
、
ま
た
従
業
員
が
帰
宅
し
始
め
る
時
間

帯
で
あ
っ
た
が
、
同
社
で
は
急
遽
社
長
が
陣
頭

指
揮
を
と
り
、
対
応
の
準
備
を
始
め
た
。

「
県
職
員
や
自
衛
隊
が
現
地
入
り
す
る
た
め

に
は
、
事
前
に
対
策
本
部
の
た
め
の
テ
ン
ト

設
営
、
消
毒
ポ
イ
ン
ト
や
仮
設
ト
イ
レ
の
設

置
な
ど
の
裏
方
仕
事
が
必
須
で
、
こ
の
作
業

を
地
元
の
建
設
業
者
が
担
い
ま
す
。
初
日
は
、

他
の
建
設
業
者
は
対
応
で
き
な
い
と
い
う
こ

と
で
、
当
社
で
夜
通
し
作
業
を
し
て
、
翌
朝

か
ら
の
殺
処
分
ま
で
に
何
と
か
間
に
合
わ
せ

ま
し
た
」
と
古
江
さ
ん
。

急
な
事
態
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
迅
速
に
対
応

で
き
た
の
は
、
B
C
P
運
用
の
過
程
で
前
年
に

備
蓄
品
倉
庫
を
設
置
し
て
い
た
こ
と
や
、
協
力

会
社
に
よ
る
協
力
も
大
き
か
っ
た
。
何
よ
り
、

日
頃
か
ら
B
C
P
に
対
し
て
高
い
意
識
を
持
っ

て
い
た
た
め
、
初
動
が
し
っ
か
り
し
て
い
た
と

い
う
。
そ
の
結
果
、
こ
の
よ
う
な
中
で
も
、
稼

働
中
の
建
設
現
場
に
影
響
を
き
た
す
こ
と
な
く

対
応
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

平
成
三
十
年
七
月
豪
雨
（
西
日
本
豪
雨
）

時
に
は
、
協
定
先
の
中
国
地
方
整
備
局
岡
山

国
道
事
務
所
と
と
も
に
、
自
衛
隊
が
通
行
で

き
る
よ
う
道
路
啓
開※

３

を
行
い
、
小
田
川
の
決

壊
箇
所
の
復
旧
や
土ど

嚢の
う

袋
の
製
作
や
運
搬
な

ど
も
担
っ
た
。
さ
ら
に
、
浸
水
な
ど
の
被
害

を
受
け
た
従
業
員
三
名
の
自
宅
の
復
旧
作
業

も
並
行
し
て
行
っ
た
。

「
な
で
し
こ
Ｂ
Ｃ
連
携
」で

女
性
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化

天
野
産
業
は
二
〇
一
六（
平
成
二
十
八
）年
、

女
性
従
業
員
が
中
心
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

い
る
災
害
対
応
の
た
め
の
建
設
業
者
同
士
の

広
域
連
携「
な
で
し
こ
Ｂ
Ｃ
連
携
」に
加
わ
っ

た
。
な
で
し
こ
Ｂ
Ｃ
連
携
は
、
徳
島
県
内
の

二
社
か
ら
始
ま
り
、
現
在
で
は
高
知
県
、
岡

山
県
、
和
歌
山
県
に
も
広
が
り
、
計
十
八
社

が
加
盟
し
て
い
る
。

い
ざ
と
い
う
時
、
し
っ
か
り
と
連
携
し

て
力
を
発
揮
す
る
た
め
に
は
、
平
常
時
か
ら

相
互
理
解
や
情
報
共
有
に
努
め
る
必
要
が
あ

る
。
ま
た
災
害
発
生
時
に
、
事
務
や
連
絡
な

ど
、
本
社
業
務
の
多
く
を
担
う
女
性
従
業
員

の
果
た
す
役
割
は
大
き
い
。
そ
こ
で
、
女
性

従
業
員
に
よ
る
「
な
で
し
こ
パ
ト
ロ
ー
ル
」

に
力
を
入
れ
、
各
社
持
ち
回
り
で
の
現
場
視

察
を
行
っ
て
い
る
。
古
江
さ
ん
に
よ
る
と
、

女
性
な
ら
で
は
の
視
点
と
い
う
こ
と
で
、
衛

生
面
に
つ
い
て
の
指
摘
や
意
見
が
多
く
出
さ

れ
る
と
い
う
。

炊
き
出
し
訓
練
で
の
非
常
食
の
食
べ
比
べ

や
、
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
た
図
上
訓

練※
４

な
ど
も
盛
ん
だ
。
加
盟
社
限
定
の
掲
示
板

も
作
ら
れ
、
連
絡
体
制
の
充
実
が
図
ら
れ
て

い
る
。

西
日
本
豪
雨
の
復
旧
作
業
で
は
、
当
時
岡

山
で
は
品
薄
だ
っ
た
熱
中
症
対
策
の
経
口
補

水
液
を
送
っ
て
も
ら
う
と
い
っ
た
協
力
を
得

た
。
古
江
さ
ん
は
現
在
、
な
で
し
こ
チ
ー
ム

リ
ー
ダ
ー
を
務
め
て
い
る
。

形
式
に
と
ら
わ
れ
ず
、

実
情
に
応
じ
た
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を

Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
取
り
組
み
は
、
時
に
全
社
横
断

的
な
見
直
し
を
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
行
う
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
た
め
、
経
営
者
や
外
部
の
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
主
導
す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、

古
江
さ
ん
の
よ
う
に
事
務
職
が
中
心
と
な
っ

て
取
り
組
む
ケ
ー
ス
は
稀
だ
と
い
う
。
従
業

員
の
意
識
も
さ
ま
ざ
ま
で
、
人
材
育
成
で
の

苦
労
も
多
い
。
そ
れ
で
も
、
会
社
の
こ
う
し

た
取
り
組
み
を
知
っ
て
お
い
て
も
ら
え
る
だ

け
で
、
大
き
な
前
進
だ
と
古
江
さ
ん
は
言
う
。

実
効
性
の
あ
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
策
定
し

幅
広
い
リ
ス
ク
に
対
応

天
野
産
業
株
式
会
社  
《
岡
山
県
笠
岡
市
》

災
害
時
に
国
や
自
治
体
等
が
復
旧
活
動
を
展
開
す
る
上
で
地
元
建
設
会
社
の
協
力

は
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
建
設
会
社
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）
は
企
業

の
信
頼
性
や
社
会
的
な
評
価
と
い
う
面
で
も
大
き
な
意
味
を
持
つ
。
天
野
産
業
は
、

二
〇
一
二
（
平
成
二
十
四
）
年
に
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
策
定
し
て
以
降
、
実
際
に
運
用
し
な
が

ら
実
効
性
の
あ
る
も
の
へ
と
進
化
さ
せ
て
き
た
。
い
ざ
と
い
う
時
に
役
立
つ
Ｂ
Ｃ
Ｐ

と
は
何
か
。
常
に
問
い
続
け
る
こ
と
が
事
業
継
続
の
秘
訣
だ
。

◆天野産業株式会社：0865（63）2770   URL https://amano-sangyou.co.jp/　  写真提供：天野産業株式会社

特集

災
害
へ
の
備
え

※1 BCMS…
Business Continuity Management 
System：さまざまな環境の変化に対
し、BCPを最新で有効に維持・管理す
る仕組み

※2 レジリエンス認証…
国土強靭化の趣旨に賛同し、事業継続
に関する取り組みを積極的に行ってい
る事業者を「国土強靭化貢献団体」と
して認証する制度

※3 道路啓開…
緊急車両等の通行のため、早急に最低
限の瓦礫処理を行い、簡易な段差修正
等により救援ルートを確保すること

※4 図上訓練…
地図を用いて災害時に想定される危険
を地図上に書き込み、災害対策を検討
すること

鳥インフルエンザ発生後、天野産業の社員が防疫作
業者のためのテントを22基設営

「なでしこBC連携」で実施した炊き出し訓練では非
常食の食べ比べも行った

BCM推進チームリーダーの古江
早苗さん
写真撮影：黒部 麻子

女性ならではの視点で、建設現場の環境改善につ
なげている「なでしこパトロール」

「
Ｂ
Ｃ
Ｐ
と
は
、
何
か
決
ま
っ
た
様
式
が
あ
っ

て
、
そ
れ
に
当
て
は
め
れ
ば
で
き
る
と
い
う

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
会
社
の
や
り
方
や

実
情
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
形
で
つ
く
れ

ば
い
い
。
緊
急
時
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
見
て
い

る
暇
は
な
い
た
め
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
が
な
く
て
も
、

社
員
一
人
ひ
と
り
が
判
断
し
て
対
応
で
き
る

こ
と
が
理
想
で
す
」

天
野
産
業
が
Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
取
り
組
み
始
め
て

か
ら
、
同
じ
志
を
持
つ
会
社
や
担
当
者
と
の

つ
な
が
り
が
増
え
て
い
る
。
古
江
さ
ん
は
講

演
な
ど
で
、
外
部
の
人
材
育
成
に
関
わ
る
機

会
も
多
い
。
学
べ
ば
学
ぶ
ほ
ど
奥
が
深
く
、

自
分
自
身
の
成
長
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
と

い
う
。

（
文
・
黒
部 

麻
子
）

災害時に社員一人ひとりが判断して対応できるよう実動訓練や社員教育などに
力を入れている



13 12− 碧い風 Vol 101 ／ 2021.3 − − 碧い風 Vol 101 ／ 2021.3 −

東
日
本
大
震
災
を
機
に

危
機
感
を
抱
き
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
策
定

割
り
箸
や
食
品
容
器
、
包
装
資
材
の
販
売

を
事
業
と
す
る
丸
十
は
、
一
九
五
二
（
昭
和

二
十
七
）
年
に
倉
吉
市
に
設
立
さ
れ
た
。
当

初
は
割
り
箸
の
製
造
を
メ
イ
ン
に
行
っ
て
い

た
が
、
中
国
産
割
り
箸
の
輸
入
増
加
と
国
産

原
料
の
不
足
に
よ
り
加
工
販
売
へ
と
業
務
転

換
し
、
現
在
は
海
外
か
ら
割
り
箸
を
輸
入
し
、

封
入
・
名
入
れ
な
ど
の
包
装
加
工
を
施
し
た

上
で
「
完
封
箸
」
と
し
て
全
国
に
出
荷
す
る

事
業
を
柱
と
す
る
。
ま
た
県
内
企
業
向
け
に

包
装
資
材
や
食
品
容
器
、
衛
生
用
品
、
厨
房

機
器
な
ど
幅
広
い
品
目
の
仕
入
れ

販
売
も
行
っ
て
い
る
。

同
社
の
二
代
目
社
長
で
現
在
は

代
表
取
締
役
会
長
を
務
め
る
岡
野
稔

さ
ん
が
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
知
っ
た
の
は
、
東

日
本
大
震
災
の
テ
レ
ビ
報
道
だ
っ
た
。
壊
滅

的
な
被
害
を
受
け
た
企
業
が
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
お
か

げ
で
す
ぐ
に
業
務
を
再
開
し
、
危
機
を
乗
り

越
え
た
と
聞
い
て
「
魔
法
み
た
い
な
話
だ
な
」

と
驚
く
と
同
時
に
、「
自
分
の
会
社
が
被
災
し

た
ら
、
現
状
で
は
復
旧
に
時
間
が
か
か
っ
て

顧
客
を
失
い
、
会
社
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う

か
も
し
れ
な
い
」
と
強
い
危
機
感
を
覚
え
た
。

折
よ
く
地
元
銀
行
が
主
催
す
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の

セ
ミ
ナ
ー
が
あ
り
、
鳥
取
県
の
支
援
制
度
も

後
押
し
に
な
っ
て
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
に
策
定

を
即
決
し
た
。
県
の
委
託
を
受
け
た
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
の
力
を
借
り
て
、
全
国
展

開
す
る
割
り
箸
の
加
工
販
売
部
門
を
対
象
と

し
た
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
一
年
が
か
り
で
作
成
し
た
。

「
Ｂ
Ｃ
Ｐ
は
通
常
、
策
定
の
中
心
メ
ン
バ
ー

が
各
部
署
の
担
当
者
や
社
員
た
ち
と
意
見
交

換
を
行
い
な
が
ら
、
段
階
を
踏
ん
で
作
成
す

る
の
が
好
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
当
社
の
場
合
は
通
常
業
務
と
並
行
し
て

作
成
す
る
の
は
社
員
の
負
担
が
大
き
い
と
判

断
し
、
私
を
含
め
た
役
員
三
人
と
総
務
担
当

の
計
四
人
で
取
り
組
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。

顧
客
の
視
点
で
業
務
の
流
れ
を
見
直
し
て

『
何
が
大
切
で
、
ど
ん
な
準
備
が
必
要
な
の

か
、
そ
の
た
め
に
は
何
が
必
要
か
』
を
明
確

に
し
、
ま
た
災
害
な
ど
の
リ
ス
ク
を
想
定
し

て
対
策
を
立
て
て
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
速
や

か
に
作
成
し
た
後
、
社
員
に
展
開
し
て
い
く

こ
と
に
し
た
の
で
す
」
と
岡
野
さ
ん
は
振
り

返
る
。

水
害
や
震
度
五
以
上
の
地
震
、
火
災
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
非
常
時
の
場
面
を
想
定
し

た
対
応
策
の
ほ
か
、
取
引
先
の
連
絡
網
の
整

備
な
ど
の
細
か
な
事
務
作
業
も
積
み
重
ね
て

二
〇
一
二
（
平
成
二
十
四
）
年
八
月
に
Ｂ
Ｃ
Ｐ

策
定
が
完
了
し
、
冊
子
に
ま
と
め
た
。
冊
子

は
社
員
全
員
に
配
ら
れ
、
い
ざ
と
い
う
時
に

行
動
で
き
る
よ
う
に
勉
強
会
や
年
二
回
の
防

災
訓
練
を
開
き
、
訓
練
で
は
避
難
経
路
の
確

認
や
、
非
常
用
電
源
と
し
て
導
入
し
た
プ
ロ

パ
ン
ガ
ス
発
電
機
の
動
作
確
認
、
備
蓄
品
の

チ
ェ
ッ
ク
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
。

協
定
企
業
へ
の
緊
急
委
託
で

危
機
を
乗
り
切
る

同
社
の
割
り
箸
の
加
工
生
産
能
力
は

二
十
万
本
／
日
と
国
内
有
数
の
規
模
を
誇
る

が
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
か
ら
二
カ
月
後
、
一
台
の

完
封
箸
自
動
包
装
機
が
故
障
し
て
生
産
ラ
イ

ン
が
停
止
す
る
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
。
完

封
箸
は
、
割
り
箸
を
楊
枝
等
と
一
緒
に
紙
や

Ｏ
Ｐ
Ｐ
フ
ィ
ル
ム
で
包
装
し
た
製
品
で
、
同

社
工
場
で
は
、
顧
客
が
指
定
す
る
デ
ザ
イ
ン

を
割
り
箸
本
体
や
箸
袋
に
プ
リ
ン
ト
し
た
上

で
、
包
装
し
て
出
荷
し
て
い
る
。
こ
の
時
の

故
障
で
は
、
包
装
機
の
製
造
元
で
あ
る
中
国・

大
連
の
企
業
か
ら
技
術
者
を
呼
ん
で
修
理
し

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
復
旧
ま
で
の
間
、
残
り

の
機
械
を
稼
働
さ
せ
て
も
一
部
の
納
期
が

間
に
合
わ
な
い
状
況
だ
っ
た
。「
こ
の
時
に
、

非
常
時
は
協
定
企
業
に
発
注
す
る
と
い
う
Ｂ

Ｃ
Ｐ
の
取
り
決
め
が
役
に
立
ち
ま
し
た
」
と

岡
野
さ
ん
は
話
す
。
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
協
定
企
業
は
、

自
然
災
害
や
ラ
イ
バ
ル
関
係
を
考
え
て
、
離

れ
た
地
域
の
企
業
を
選
定
し
て
い

る
。
同
社
で
は
、
以
前
か
ら
付
き

合
い
が
あ
っ
た
佐
賀
県
の
同
業
企

業
と
非
常
時
の
代
替
生
産
等
の
協

定
を
結
ん
で
い
た
た
め
、
生
産
を

委
託
し
て
納
期
を
守
る
こ
と
が
で

き
た
。

「
当
社
の
製
品
は
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の

名
前
な
ど
が
印
刷
さ
れ
る
の
で
完

全
受
注
生
産
に
な
り
ま
す
。
当
社
に
は
供
給

義
務
が
あ
り
、
製
品
を
切
ら
す
事
態
は
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。
ま
た
こ
こ
で
供

給
で
き
な
け
れ
ば
、
顧
客
が
他
社
へ
流
れ
て

し
ま
う
こ
と
も
予
想
で
き
ま
し
た
。
協
定
を

結
ん
で
い
た
お
か
げ
で
、
ト
ラ
ブ
ル
を
乗
り

越
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
」

社
員
へ
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
浸
透
で

地
震
か
ら
早
期
に
復
旧

Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
運
用
に
は
至
ら
な
か
っ
た
も

の
の
、
こ
れ
ま
で
の
訓
練
や
備
え
に
よ
っ

て
非
常
時
を
乗
り
越
え
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

二
〇
一
六
（
平
成
二
十
八
）
年
十
月
二
十
一

日
、
午
後
二
時
過
ぎ
に
発
生
し
た
鳥
取
県
中

部
地
震
は
、
倉
吉
市
で
最
大
震
度
六
弱
を
記

録
し
、
県
内
の
負
傷
者
二
十
五
人
、
住
家
被

害
約
一
万
五
千
棟※

に
及
ん
だ
。
同
社
で
は
幸

い
人
的
被
害
は
な
く
、
建
物
や
設
備
の
破
損

は
な
か
っ
た
が
、
工
場
で
は
機
械
か
ら
イ
ン

ク
が
こ
ぼ
れ
て
床
に
広
が
り
、
倉
庫
の
商
品

在
庫
が
荷
崩
れ
を
起
こ
す
な
ど
納
品
が
危
ぶ

ま
れ
る
状
況
で
「
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
運
用
す
る
か
ギ

リ
ギ
リ
の
状
態
」
だ
っ
た
と
い
う
。
し
か
し

地
震
の
発
生
が
金
曜
日
だ
っ
た
の
で
、
土
日

を
使
っ
て
社
員
総
出
で
復
旧
作
業
を
行
う
こ

と
が
で
き
、
月
曜
日
に
機
械
が
稼
働
で
き
る

状
態
ま
で
持
ち
込
め
た
。「
訓
練
の
お
か
げ

で
社
員
の
非
常
時
に
お
け
る
意
識
が
高
く
、

適
切
な
行
動
が
と
れ
ま
し
た
」
と
岡
野
さ
ん

は
振
り
返
る
。
策
定
し
た
当
初
は
、
社
員
に

対
し
て
「
Ｂ
Ｃ
Ｐ
と
は
何
か
、
な
ぜ
必
要

か
」
と
い
う
説
明
か
ら
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
が
、
現
在
は
「
情
報
が
共
有
さ
れ
、

B
C
P
へ
の
理
解
が
深
ま
り
、
非
常
時
の
行

動
指
針
に
な
っ
て
い
る
」
と
感
じ
て
い
る
。

同
社
で
は
年
一
回
の
決
算
期
に
、
取
引
先

非
常
時
の
事
業
継
続
と
早
期
復
旧
を
可
能
に
し
、

損
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
B
C
P
策
定

株
式
会
社
丸ま

る

十じ
ゅ
う  

《
鳥
取
県
倉
吉
市
》

鳥
取
県
は
東
日
本
大
震
災
後
、
全
国
で
い
ち
早
く
事
業
継
続
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス

テ
ム
の
専
門
家
を
配
置
し
て
中
小
企
業
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）
策
定
を
支

援
し
て
き
た
。
丸
十
は
地
元
企
業
の
中
で
早
い
段
階
か
ら
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
に
取
り
組

み
、
機
械
ト
ラ
ブ
ル
発
生
時
に
も
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
運
用
し
て
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
、

事
業
の
継
続
を
可
能
に
し
た
。

◆株式会社丸十：0858（48）2222   URL http://www.maruju.jp/　  写真撮影：倉恒 弘美

震度6弱の揺れを観測した鳥取県中部地震でインクが漏れ出した完封箸自動包装機械
写真提供：株式会社丸十

特集

災
害
へ
の
備
え

株式会社丸十代表取締役会長
岡野稔さん

地震で積み上げた段ボールが落下
写真提供：株式会社丸十

包装と印刷を同社工場で行い「完封箸」
が完成

同社工場では完封箸を日に20万本生産
し、全国に出荷

の
銀
行
の
支
店
長
も
招
き
、
社
員
全
員
を
対

象
と
し
た
経
営
計
画
発
表
会
を
開
催
し
て
い

る
。
経
営
計
画
書
は
全
社
員
に
共
有
さ
れ
、

販
売
実
績
や
会
社
の
資
産
、
負
債
状
況
ま
で

知
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
の
時
に
Ｂ
Ｃ
Ｐ

も
資
料
と
し
て
提
示
さ
れ
、
社
員
の
意
識
向

上
に
つ
な
が
っ
た
。
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
内
容
は
必
要

に
応
じ
て
改
訂
し
、
こ
れ
ま
で
に
二
回
の
大

き
な
見
直
し
を
行
っ
た
ほ
か
、
社
員
の
入
れ

替
わ
り
や
機
械
設
備
の
導
入
、
取
引
先
担
当

者
の
交
代
に
よ
る
連
絡
先
の
変
更
な
ど
、
そ

の
都
度
変
更
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
現

在
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
は
割
り
箸
の
加
工
販
売
部
門
だ

け
が
対
象
だ
が
、
同
社
と
し
て
は
今
後
、
包

装
資
材
や
食
品
容
器
な
ど
の
仕
入
れ
販
売
の

部
門
に
も
策
定
し
た
い
考
え
だ
。

「
割
り
箸
以
外
の
商
品
は
東
京
や
大
阪
の
問

屋
か
ら
仕
入
れ
て
い
る
た
め
、
災
害
時
に
イ

ン
フ
ラ
が
機
能
し
な
く
な
っ
た
時
な
ど
に
、

い
か
に
仕
入
れ
ル
ー
ト
を
確
保
す
る
か
が
課

題
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
知
識
、
経

験
を
応
用
し
て
、
早
期
の
対
応
を
目
指
し
て

い
ま
す
」

（
文
・
倉
恒 

弘
美
）

※ 鳥取県「鳥取中部地震に係る被害状況第100報」
    （2018年3月20日）より
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古い
に
し
え

よ
り
続
く
美
肌
の
湯
、

玉
造
温
泉

約
千
三
百
年
前
に
編
纂
さ
れ
た
『
出
雲
国

風
土
記
』に「
一ひ

と

た
び
濯す
す

げ
ば
形か
た
ち容
端き
ら
き
ら正
し
く
、

再
び
浴
す
れ
ば
萬

よ
ろ
ず
の
や
ま
ひ病
悉こ
と
ご
とに
除の
ぞ

こ
る
」（
一
度
入

る
と
美
し
く
な
り
、
再
び
入
る
と
万
病
が
治

る
）
と
記
さ
れ
、
古
く
か
ら
美
肌
の
神
湯
と

し
て
多
く
の
人
々
を
癒
や
し
て
き
た
玉
造
温

泉
。
そ
の
ご
利
益
に
与あ

ず
か

り
た
い
と
、
最
近
で
は

女
性
に
人
気
の
温
泉
地
と
な
り
、
出
雲
大
社

巡
り
と
合
わ
せ
て
「
女
子
旅
」
で
訪
れ
る
人

が
増
え
て
い
る
。

し
か
し
約
二
十
年
前
、
玉
造
温
泉
は
宿
泊
客

の
減
少
が
続
き
、
危
機
的
な
状
況
に
あ
っ
た
。

「
こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い
。
な
ん
と
か
復
活

さ
せ
な
け
れ
ば
」
と
立
ち
上
が
っ
た
の
が
、

地
元
旅
館
の
経
営
者
や
観
光
協
会
、
そ
し
て

希
望
を
託
さ
れ
た
若
き
企
業
家
だ
っ
た
。
株

式
会
社
玉
造
温
泉
ま
ち
デ
コ
代
表
取
締
役
の

角
幸
治
社
長
で
あ
る
。

公
と
民
の
二
足
の
わ
ら
じ
で

温
泉
街
の
に
ぎ
わ
い
再
生
に
取
り
組
む

松
江
市
生
ま
れ
の
角
社
長
は
、
二
〇
〇
〇

（
平
成
十
二
）
年
、
二
十
七
歳
の
時
に
玉
造
温

泉
街
に
あ
る
旅
館
に
就
職
し
た
。
江
戸
時
代

創
業
の
老
舗
温
泉
旅
館
で
ブ
ラ
イ
ダ
ル
や
企

画
営
業
を
担
当
し
、
自
ら
積
極
的
に
企
画
を

進
め
て
い
き
、
三
十
四
歳
の
時
に
営
業
責
任

者
と
な
っ
た
。
当
時
、
玉
造
温
泉
に
あ
る
旅

館
の
ほ
と
ん
ど
が
赤
字
経
営
で
、
客
室
稼
働

率
は
毎
年
七
～
八
％
の
減
少
が
続
い
て
い
た
。

そ
う
し
た
中
で
も
、
角
社
長
が
勤
め
て
い
た

旅
館
は
、
営
業
戦
略
が
功
を
奏
し
、
稼
働
率

を
維
持
し
て
い
た
。

し
か
し
、
角
社
長
は
「
自
分
の
旅
館
の
こ

と
だ
け
を
考
え
て
い
て
は
、
温
泉
街
は
廃
れ

る
一
方
に
な
る
。
温
泉
街
自
体
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
が
必
要
だ
」
と
い
う
思
い
を
抱
い
て
い

た
。
そ
こ
で
旅
館
の
社
長
に
「
ま
ち
づ
く
り

を
さ
せ
て
ほ
し
い
」
と
直
談
判
し
、
三
カ
月

間
粘
り
強
く
交
渉
し
続
け
た
。

そ
の
頃
、
松
江
観
光
協
会
玉
造
温
泉
支
部

で
も
温
泉
街
が
活
気
を
失
っ
て
い
る
状
況
へ

の
危
機
感
が
高
ま
り
、
現
状
打
破
の
た
め
に

は
若
く
て
行
動
力
の
あ
る
民
間
出
身
の
人
材

の
登
用
が
必
要
だ
と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
。

協
会
の
考
え
を
知
っ
た
旅
館
の
社
長
か
ら
「
お

前
し
か
い
な
い
」
と
背
中
を
押
さ
れ
、
角
社

長
は
旅
館
を
退
職
し
、
二
〇
〇
七
（
平
成

十
九
）
年
に
観
光
協
会
の
職
員
と
な
っ
た
。

当
時
、
玉
造
温
泉
支
部
の
事
務
局
長
を
務

め
て
い
た
の
は
、
旧
玉
湯
町
の
助
役
だ
っ
た

周す

藤と
う

実
さ
ん
、
今
で
は
角
社
長
が
師
匠
と
仰

ぐ
人
だ
。
職
員
に
な
っ
た
当
初
、
玉
造
温
泉

の
コ
ン
セ
プ
ト
づ
く
り
に
つ
い
て
周
藤
さ
ん

は
「
出
雲
国
風
土
記
の
時
代
に
遡
っ
て
女
性

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
美
肌
の
湯
を
売
り
出
す
べ

き
だ
」
と
提
案
し
た
。
そ
の
ア
イ
デ
ア
を
聞

い
て
「
今
さ
ら
神
話
？　

時
代
に
逆
行
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
？
」
と
意
見
し
た
人
も

少
な
く
な
く
、
角
社
長
も
周
藤
さ
ん
の
意
図

が
十
分
に
理
解
で
き
な
か
っ
た
。

同
年
七
月
、
ま
ち
づ
く
り
の
視
点
か
ら
賑

わ
い
を
再
生
す
る
と
い
う
松
江
観
光
協
会
玉

造
温
泉
支
部
の
戦
略
に
呼
応
し
て
、
旅
館
の

社
長
た
ち
が
出
資
し
「
合
同
会
社
玉
造
温
泉

ま
ち
づ
く
り
街
デ
コ
」
を
設
立
。「
街
デ
コ
」

と
は
「
街
の
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
の
略
で
、

ま
ち
に
明
か
り
を
灯
し
た
い
と
い
う
思
い
が

込
め
ら
れ
て
い
る
。
角
社
長
は
、
観
光
協
会

職
員
と
街
デ
コ
社
員
の
二
足
の
わ
ら
じ
を
履

き
、
公
と
民
の
立
場
か
ら
、
ま
ち
づ
く
り
に

携
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

な
い
も
の
ね
だ
り
か
ら

あ
る
も
の
探
し
へ

事
業
開
始
当
時
、
角
社
長
は
若
さ
ゆ
え
の

思
い
込
み
や
積
極
性
が
裏
目
に
出
て
、
痛
い

失
敗
を
多
く
経
験
し
た
。
そ
の
一
つ
が
初
代
の

「
キ
ラ
キ
ラ
ミ
ス
ト
」
だ
。
鳥
取
県
の
三み

さ
さ朝
温

泉
で
温
泉
ミ
ス
ト
が
年
間
三
万
本
を
売
り
上
げ

た
こ
と
を
知
り
、
後
に
続
け
と
風
土
記
の
一
節

に
因
ん
で
温
泉
ミ
ス
ト
「
キ
ラ
キ
ラ
ミ
ス
ト
」

を
発
売
し
た
が
、
三
百
本
し
か
売
れ
ず
、
約

八
千
本
の
在
庫
を
抱
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ま
た
、
廃
墟
状
態
だ
っ
た
土
産
物
店
の
建
物

を
利
用
し
て
焼
酎
を
楽
し
め
る
焼
酎
バ
ー
を
計

画
し
た
が
、
建
物
の
老
朽
化
で
頓
挫
し
た
。

　
企
業
家

群
　
像

地
域
に
生
き
る

101

一
人
の
力
に
頼
ら
ず
、皆
の
力
を
結
集
す
る

株
式
会
社
玉
造
温
泉
ま
ち
デ
コ　

代
表
取
締
役
社
長　

角 

幸
治    

《
島
根
県
松
江
市
》

p r o f i l e

角 幸治〈すみ・ゆきはる〉

1973年島根県松江市生まれ。2000年に株式会社玉造グランドホテル長生閣に
入社し、ブライダルや企画営業などを担当。07年に退職し、松江観光協会玉造温泉
支部職員になるのと同時に、合同会社玉造温泉まちづくり街デコを設立。12年に
株式会社玉造温泉まちデコに商号変更し、代表取締役社長に就任。
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会
社
設
立
か
ら
一
年
半
が
経
過
し
、
損
失

ば
か
り
が
増
え
て
い
た
。
何
を
や
っ
て
も
う

ま
く
い
か
な
い
。
活
路
が
見
え
な
い
。
悩
ん

だ
角
社
長
は
、「
自
分
の
給
与
を
ゼ
ロ
に
す
れ

ば
、
残
り
の
資
金
で
も
あ
と
数
カ
月
は
持
つ
。

そ
の
間
に
解
決
策
を
見
つ
け
よ
う
」
と
自
身

を
鼓
舞
し
た
。
あ
き
ら
め
る
わ
け
に
は
い
か

な
い
と
気
持
ち
を
強
く
し
た
。

救
世
主
と
な
っ
た
の
が
「
叶
い
石
」
の
お

守
り
だ
っ
た
。
角
社
長
は
、
街
デ
コ
の
社
員
に

な
っ
た
後
、
集
客
の
た
め
、
流
行
り
の
パ
ワ
ー

ス
ポ
ッ
ト
を
つ
く
ろ
う
と
考
案
。
温
泉
街
の
近

く
に
あ
る
玉
作
湯
神
社
の
宮
司
さ
ん
に
、「
ト

レ
ビ
の
泉
の
よ
う
な
、
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
オ
ブ

ジ
ェ
を
境
内
に
つ
く
り
ま
せ
ん
か
」
と
持
ち
か

け
た
。
そ
の
時
、
宮
司
さ
ん
か
ら
「
う
ち
の
境

内
に
は
古
く
か
ら
真ま

玉だ
ま
と
い
わ
れ
る
丸
い
天
然

石
が
あ
る
」
と
教
え
ら
れ
、
玉
作
湯
神
社
の
真

玉
の
存
在
を
初
め
て
知
っ
た
。

古
代
、
玉
は
霊
力
が
宿
る
も
の
と
さ
れ
て
お

り
、
良
質
の
メ
ノ
ウ
が
産
出
さ
れ
る
玉
造
の
地

域
に
は
硬
度
の
高
い
メ
ノ
ウ
を
磨
き
上
げ
る
勾

玉
職
人
が
多
く
存
在
し
、
今
も
そ
の
技
術
が
こ

の
地
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
玉
作
湯
神
社
に

は
、
玉
作
り
の
技
を
伝
え
た
と
さ
れ
る
祭
神
・

櫛く
し

明あ
か
る

玉た
ま
の

神か
み

が
祀
ら
れ
て
お
り
、
地
元
の
人
々

は
地
域
で
玉
を
見
つ
け
る
と
玉
作
湯
神
社
に

奉
納
し
、
真
玉
に
祈
願
し
て
き
た
。

真
玉
に
触
れ
て
祈
る
と
願
い
が
叶
う
と
い

う
地
元
の
信
仰
を
基
に
、
周
藤
さ
ん
と
相
談

し
て
真
玉
を
「
願
い
石
」
と
名
付
け
、
こ
の

願
い
石
か
ら
パ
ワ
ー
を
も
ら
う
こ
と
が
で
き

る
「
叶
い
石
」
を
つ
く
る
こ
と
を
提
案
し
た
。

そ
れ
ま
で
角
社
長
は
、
玉
作
湯
神
社
に
は

「
何
も
な
い
」
と
思
っ
て
い
た
が
、
実
際
は
自

分
が
知
ら
な
い
だ
け
だ
っ
た
と
気
づ
い
た
。

「
ま
さ
に〝
な
い
も
の
ね
だ
り
〟で
は
な
く
、〝
あ

る
も
の
探
し
〟
で
す
。
同
じ
状
況
で
も
捉
え

方
が
変
わ
れ
ば
、
全
く
異
な
る
状
況
に
映
る

こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
」

二
〇
〇
八
（
平
成
二
十
）
年
、
小
さ
な
天

然
石
の
「
叶
い
石
」
が
入
っ
た
お
守
り
の
お

授
け
を
玉
作
湯
神
社
の
社
務
所
で
始
め
た
。

す
る
と
、
観
光
協
会
の
仕
事
を
通
じ
て
知
り

合
っ
た
大
手
女
性
週
刊
誌
か
ら
「
出
雲
大
社

の
周
辺
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
玉
作
湯
神

社
と
願
い
石
・
叶
い
石
を
紹
介
し
た
い
」
と

連
絡
が
あ
り
、
翌
年
の
一
月
号
に
小
さ
な
記

事
が
掲
載
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
玉
作
湯
温
泉

の
参
拝
客
数
は
年
間
百
人
ほ
ど
だ
っ
た
が
、

掲
載
後
一
カ
月
で
約
三
百
人
が
玉
作
湯
神
社

を
訪
れ
た
。
そ
の
後
、
旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

の
表
紙
に
玉
作
湯
神
社
が
採
用
さ
れ
、
出
雲

大
社
、
八
重
垣
神
社
と
と
も
に
島
根
三
大
縁

結
び
神
社
と
し
て
紹
介
さ
れ
る
よ
う
に
な
る

と
、
毎
月
約
八
百
人
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。「
叶
い
石
」
の
売
り
上
げ
に
よ
り
街
デ
コ

の
経
営
状
態
も
劇
的
に
改
善
し
た
。

「
神
さ
ま
が
助
け
て
く
だ
さ
っ
た
」
と
角
社
長

は
振
り
返
る
。
自
分
自
身
が
願
い
石
に
導
か

れ
た
か
の
よ
う
だ
っ
た
。

「
美
肌
の
湯
を
ミ
ス
ト
で
届
け
る
」

と
い
う
発
想

経
営
危
機
を
免
れ
た
も
の
の
、
キ
ラ
キ
ラ

ミ
ス
ト
が
売
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
角
社
長
は

悩
み
続
け
て
い
た
。
あ
る
時
、
役
員
か
ら
「
玉

造
温
泉
の
活
性
化
を
目
指
し
な
が
ら
、
私
た

ち
は
お
湯
へ
の
敬
意
が
足
り
な
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
」
と
い
う
意
見
が
投
げ
か
け
ら
れ

た
。「
お
湯
へ
の
敬
意
？
」。
最
初
は
理
解
で

き
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
温
泉
の
こ
と
を

も
っ
と
知
ろ
う
と
調
べ
て
い
く
と
、
成
分
分

析
で
肌
に
ハ
リ
と
潤
い
を
与
え
る
と
い
わ
れ

る
硫
酸
イ
オ
ン
の
含
有
量
が
日
本
で
も
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。「
美
肌

の
湯
と
い
う
周
藤
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
は
正
し

か
っ
た
」
と
実
感
し
た
。

「
今
な
ら
あ
の
時
周
藤
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
て

い
た
こ
と
の
意
味
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。
私

は
当
初
、
他
所
で
流
行
っ
て
い
る
も
の
ば
か

り
を
追
い
か
け
て
、
玉
造
温
泉
自
体
に
あ
る

も
の
を
見
逃
し
て
い
ま
し
た
」

「
コ
ス
メ
を
売
る
」
の
で
は
な
く
、「
美
肌
の

湯
を
温
泉
ミ
ス
ト
と
い
う
形
で
届
け
る
」
こ

と
に
発
想
を
転
換
し
た
。

「
叶
い
石
」
の
ヒ
ッ
ト
に
よ
り
資
金
に
ゆ
と
り

が
で
き
た
こ
と
や
松
江
市
の
ブ
ラ
ン
ド
開
発
事

業
と
し
て
採
択
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
温
泉

コ
ス
メ
の
開
発
に
再
挑
戦
す
る
こ
と
に
し
た
。

「
開
発
は
自
分
た
ち
で
は
な
く
、
女
性
に
担
当

し
て
も
ら
っ
た
方
が
良
い
」
と
新
た
に
女
性

社
員
を
募
集
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
こ
で
採

用
さ
れ
た
の
が
、
現
在
取
締
役
兼
姫
ラ
ボ
統

括
店
長
を
務
め
る
藤
田
智
加
さ
ん
で
あ
る
。

周
藤
さ
ん
の
時
と
同
じ
よ
う
に
、
こ
こ
で

も
角
社
長
と
藤
田
さ
ん
の
意
見
は
か
み
あ
わ
な

か
っ
た
。
角
社
長
は
温
泉
コ
ス
メ
を
旅
館
と
道

の
駅
で
販
売
す
る
つ
も
り
だ
っ
た
が
、
藤
田
さ

ん
は
「
私
だ
っ
た
ら
旅
館
の
売
店
の
化
粧
品

は
買
い
ま
せ
ん
。
温
泉
街
に
専
門
店
を
つ
く
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
主
張
し
た
。
専
門
店
を
開
業

す
る
と
初
期
投
資
が
増
え
る
。
苦
渋
の
決
断

だ
っ
た
が
、
藤
田
さ
ん
の
意
見
を
尊
重
し
た
。

二
〇
一
〇
（
平
成
二
十
二
）
年
、
温
泉
街
に
直

営
店
「
玉
造
温
泉
美
肌
研
究
所 

姫
ラ
ボ
」
を

開
店
。
販
売
は
こ
の
店
舗
だ
け
に
限
定
し
た
。

パ
ッ
ケ
ー
ジ
も
女
性
ス
タ
ッ
フ
の
意
見
を
取
り

入
れ
て
一
新
し
、
温
泉
水
の
成
分
を
前
面
に
押

し
出
し
た
こ
と
で
、
新
し
い
キ
ラ
キ
ラ
ミ
ス

ト
は
順
調
に
売
れ
出
し
、
年
間
売
り
上
げ
が

千
二
百
万
円
に
達
す
る
ま
で
に
な
っ
た
。

皆
の
意
見
や
力
を
結
集
す
る
こ
と
が

社
長
の
役
割

街
デ
コ
は
、
二
〇
一
二
（
平
成
二
十
四
）

年
に
株
式
会
社
玉
造
温
泉
ま
ち
デ
コ
に
商
号

変
更
し
、
角
社
長
が
代
表
取
締
役
に
就
任
し

た
。
今
で
は
角
社
長
は
商
品
開
発
、
販
売
戦

略
な
ど
は
す
べ
て
社
員
に
任
せ
、
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
に
も
出
な
い
と
い
う
。
あ
る
日
、
出
社

し
た
ら
新
商
品
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
置
い
て

あ
る
と
い
う
の
が
日
常
茶
飯
事
だ
。「
僕
が
口

を
出
す
よ
り
、
社
員
に
任
せ
た
ほ
う
が
う
ま

く
い
く
」
と
角
社
長
は
話
す
。

そ
の
経
営
方
針
を
決
め
た
き
っ
か
け
が
、
ミ

ニ
コ
ス
メ
セ
ッ
ト
「H

IM
E BA

G

」（
姫
バ
ッ

グ
）
の
開
発
だ
っ
た
。
姫
ラ
ボ
設
立
か
ら
一
年

後
に
採
用
し
た
新
入
社
員
の
「
お
み
や
げ
用
に

ワ
ン
コ
イ
ン
で
買
え
る
ミ
ニ
サ
イ
ズ
の
コ
ス

メ
」と
い
う
ア
イ
デ
ア
か
ら
生
ま
れ
た
商
品
だ
。

パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
を
め
ぐ
っ
て
は
、
角
社

長
と
女
性
社
員
で
意
見
が
対
立
し
た
。「
彼
女

た
ち
の
選
ん
だ
デ
ザ
イ
ン
で
は
売
れ
な
い
。
失

敗
す
れ
ば
分
か
る
だ
ろ
う
」。
そ
ん
な
気
持
ち

で
女
性
社
員
の
意
見
を
採
用
し
、
姫
バ
ッ
グ

三
千
個
を
発
注
し
た
。
す
る
と
自
ら
の
予
想
に

反
し
て
、
二
カ
月
以
内
に
完
売
し
た
。

「
叶
い
石
も
、
神
社
や
周
り
の
協
力
が
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
生
ま
れ
た
も
の
で
、
一
人
で
は
実

現
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
姫
ラ
ボ
や
姫
バ
ッ

グ
も
同
様
で
、
組
織
運
営
で
は
、
一
人
の
力

よ
り
も
、
皆
の
意
見
や
力
を
結
集
さ
せ
る
こ

と
、
力
を
貸
し
て
も
ら
え
る
状
況
を
作
る
こ

と
が
重
要
だ
と
悟
り
ま
し
た
」

玉
造
温
泉
を
も
っ
と
広
め
て
い
く

角
社
長
が
今
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
、
玉

造
温
泉
の
フ
ァ
ン
や
交
流
人
口
を
増
や
す
こ

と
だ
。
温
泉
街
の
発
展
に
は
、
出
店
し
た
い

と
い
う
人
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
仕
組
み
が
重
要

と
考
え
、
ま
ち
デ
コ
で
改
修
を
行
い
、
整
備

し
た
店
舗
空
間
を
貸
し
出
す
事
業
も
始
め
た
。

そ
の
代
表
例
が
、
空
き
店
舗
を
再
生
し
た
複

合
施
設
「
玉
造
ア
ー
ト
ボ
ッ
ク
ス
」
で
、
中

に
は
雑
貨
店
や
カ
フ
ェ
な
ど
が
入
る
。

ま
た
、
遠
方
の
フ
ァ
ン
づ
く
り
の
た
め
、

通
販
事
業
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

「
旅
の
Ｐ
Ｒ
は
、
来
て
も
ら
え
る
よ
う
に
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
す
る
『
旅
マ
エ
』、
訪
れ
た
お
客

さ
ま
に
お
も
て
な
し
を
す
る
『
旅
ナ
カ
』、
旅

の
後
に
ま
た
来
て
も
ら
え
る
よ
う
に
声
が
け

す
る
『
旅
ア
ト
』
に
分
か
れ
て
い
ま
す
が
、皆
、

旅
マ
エ
と
旅
ナ
カ
は
得
意
で
も
、
旅
ア
ト
が

お
ろ
そ
か
に
な
り
が
ち
。
こ
の
旅
ア
ト
で
も

う
一
度
思
い
出
し
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
で
、

そ
の
ツ
ー
ル
と
し
て
通
販
は
有
効
で
す
」

姫
ラ
ボ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、

姫
ラ
ボ
新
聞
で
情
報
発
信
す
る
と
と
も
に
、

社
員
の
手
書
き
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
る
な
ど
、

顧
客
と
の
対
話
を
大
切
に
し
て
い
る
。「
姫
ラ

ボ
に
行
っ
て
み
た
ら
、
予
想
ど
お
り
の
親
切

な
対
応
だ
っ
た
」「
ま
た
玉
造
温
泉
に
行
き
た

く
な
っ
た
」
と
い
っ
た
口
コ
ミ
も
多
く
、
ユ
ー

ザ
ー
か
ら
の
評
価
も
高
い
。

「
旅
ア
ト
に
力
を
入
れ
た
ら
、
旅
マ
エ
に
も
効

果
が
あ
り
、
相
乗
効
果
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
っ
と
さ
ま
ざ
ま
な
仕
掛
け
を
し

て
、
玉
造
温
泉
の
名
を
広
め
て
い
く
こ
と
が

私
の
仕
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」

女性社員の意見を取り入れてデザインを一新した現在の「玉造キラキ
ラミスト」（右）と、友人へのお土産に手頃なアイテムが欲しいという
新入社員のアイデアから生まれた「HIME BAG」

玉造キラキラミストの
初代商品
写真提供：株式会社玉
造温泉まちデコ

天然石の「叶い石」を「願い石」にそっと触れ
させ、心の中で願い事をする

神社境内にある「願い石」。自然に
丸い石は珍しいため、勾玉の生産
が盛んだったこの地域では石の神
様のご神体として神社に祀られ、
人々が願掛けをしていたという

空き店舗を活用した複合施設「玉造アートボックス」

◆株式会社玉造温泉まちデコ：0852（61）1556   URL https://www.tama-machideco.com/　  

玉造温泉美肌研究所「姫ラボ」
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キラリ、
輝く元気企業

74

い
状
態
に
あ
り
ま
す
が
、
長
期
的
に
見
れ
ば

店
舗
で
の
直
接
販
売
は
ず
っ
と
残
っ
て
い
く

形
態
だ
と
思
い
ま
す
」

通
信
販
売
が
普
及
し
、
売
上
高
の
八
～
九

割
が
県
外
と
な
っ
た
今
、
送
料
や
卸
価
格
を

含
め
た
価
格
構
造
の
見
直
し
が
目
下
の
課
題

と
な
っ
て
い
る
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
メ
デ
ィ
ア
で
の
反
響
に
手
ご
た

え
を
感
じ
る
一
方
、「
広
い
目
で
見
る
と
ま

だ
ま
だ
一
部
の
人
に
知
ら
れ
て
い
る
だ
け
」

と
光
浦
社
長
。
フ
ロ
ー
ト
レ
モ
ン
テ
ィ
ー
を

通
し
て
味
噌
や
醬
油
が
知
ら
れ
た
よ
う
に
、

入
り
口
を
増
や
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
人
に
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
と
考
え
て
い
る
。
次

の
新
規
事
業
で
は
、
食
品
で
も
な
い
ア
イ
デ

ア
商
品
を
検
討
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
と
異

な
る
タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
に
も
訴
求
す
る
ブ
ラ
ン

ド
を
立
ち
上
げ
て
い
く
予
定
だ
。

 

業
務
用
商
品
か
ら
小
売
用
商
品
へ

光
浦
醸
造
工
業
は
、
一
八
六
五
（
慶
応
元
）

年
の
創
業
以
来
、
味
噌
や
醬
油
を
中
心
と
し
た

調
味
料
を
製
造
し
て
き
た
。
食
の
地
域
性
を
大

切
に
し
、
国
内
生
産
の
味
噌
の
八
割
が
米
味

噌
で
あ
る
中
、
山
口
県
で
昔
か
ら
愛
さ
れ
て

き
た
甘
口
の
麦
味
噌
を
製
造
し
続
け
て
い
る
。

同
社
の
定
番
商
品
「
光
う
ら
の
麦
み
そ
」
は
、

山
口
県
産
の
大
豆
と
国
産
の
麦
を
原
料
と
し
、

砂
糖
や
甘
味
料
を
用
い
ず
手
作
り
の
麦
麴
を

多
く
使
う
こ
と
で
、
麴
本
来
の
自
然
な
甘
さ
を

引
き
出
し
た
商
品
と
な
っ
て
い
る
。

二
〇
〇
〇
年
代
初
頭
ま
で
、
同
社
は
業
務

用
商
品
の
製
造
が
事
業
の
中
心
で
、
主
に
学
校

や
病
院
、
製
造
工
場
等
の
昼
食
用
の
味
噌
の
製

造
や
醬
油
の
Ｏ
Ｅ
Ｍ
生
産※

１
を
行
っ
て
き
た
。

「
企
業
と
の
取
引
が
中
心
で
取
引
先
が
少
な

か
っ
た
た
め
、
一
社
で
も
取
引
が
な
く
な
る

と
売
り
上
げ
が
大
き
く
落
ち
込
む
懸
念
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
徐
々
に
消
費
者
向

け
商
品
を
増
や
し
て
い
こ
う
と
小
売
用
商
品

を
作
り
始
め
ま
し
た
」
と
八
代
目
と
な
る
光

浦
健
太
郎
社
長
は
話
す
。

こ
れ
ま
で
二
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
用
の
桶
や

一
升
瓶
に
詰
め
て
い
た
商
品
を
小
型
化
し
、

パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
も
新
調
し
た
。
デ
ザ

イ
ン
は
光
浦
社
長
自
身
が
手
が
け
た
。

小
売
用
商
品
を
初
め
て
地
元
の
物
産
フ
ェ

ア
で
売
ろ
う
と
し
た
と
き
、
長
年
防
府
市
で

製
造
し
続
け
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自

社
の
存
在
が
地
元
の
人
に
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ

て
い
な
い
こ
と
に
気
づ
い
た
と
光
浦
社
長
は

振
り
返
る
。

「
逆
に
い
え
ば
、
こ
れ
か
ら
高
付
加
価
値
の

商
品
を
展
開
す
る
に
は
、
イ
メ
ー
ジ
が
つ
い

て
い
な
い
方
が
良
い
と
捉
え
ま
し
た
」

二
〇
〇
四
（
平
成
十
六
）
年
に
は
自
社
通

販
サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ
、
味
噌
や
醬
油
な
ど

の
調
味
料
の
販
売
を
開
始
し
た
。
し
か
し
、

重
量
が
重
く
、
商
品
価
格
に
対
し
倍
の
送
料

が
か
か
る
味
噌
や
醬
油
は
通
信
販
売
に
向
い

て
い
な
い
こ
と
を
実
感
し
始
め
る
。
商
品
価

値
を
高
め
、
も
っ
と
高
価
格
の
商
品
に
す
る

手
も
あ
る
が
、
地
元
の
人
が
買
い
や
す
い
価

格
帯
を
維
持
す
る
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
た
。

 

国
産
茶
葉
と
乾
燥
レ
モ
ン
が
セ
ッ
ト
の

 

フ
ロ
ー
ト
レ
モ
ン
テ
ィ
ー

そ
う
し
た
中
で
、
同
社
の
新
た
な
顔
と

し
て
開
発
し
た
商
品
が
「
フ
ロ
ー
ト
レ
モ
ン

テ
ィ
ー
」
シ
リ
ー
ズ
だ
。
二
〇
〇
八
（
平
成

二
十
）
年
、
乾
燥
機
メ
ー
カ
ー
の
株
式
会
社

木
原
製
作
所
（
山
口
市
）
の
木
原
康
博
社
長

が
同
級
生
で
あ
っ
た
縁
で
試
験
的
に
乾
燥
し

た
サ
ン
プ
ル
を
見
る
機
会
が
あ
り
、
乾
燥
し

た
柑
橘
類
を
見
た
と
き
、
珍
し
い
の
で
紅
茶

に
入
れ
た
ら
い
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え

た
。
す
ぐ
に
国
内
の
茶
園
か
ら
紅
茶
の
茶
葉

を
取
り
寄
せ
、
輪
切
り
の
レ
モ
ン
を
乾
燥
さ

せ
て
試
作
し
た
。
レ
モ
ン
を
薄
く
平
ら
に
乾

燥
さ
せ
る
た
め
、
厚
さ
や
乾
燥
時
間
を
何
度

も
調
整
し
た
。

こ
う
し
て
生
ま
れ
た
フ
ロ
ー
ト
レ
モ
ン

テ
ィ
ー
は
、
国
産
有
機
紅
茶
と
乾
燥
し
た
広

島
県
尾
道
市
瀬
戸
田
町
産
の
エ
コ
レ
モ
ン※

２

の

ス
ラ
イ
ス
を
セ
ッ
ト
に
し
た
も
の
で
、
価
格

は
七
パ
ッ
ク
で
約
千
三
百
円
。
生
の
レ
モ
ン

は
長
い
時
間
紅
茶
に
入
れ
た
ま
ま
に
す
る
と

酸
味
と
苦
味
が
強
く
出
て
し
ま
う
が
、
乾
燥

し
た
レ
モ
ン
だ
と
ゆ
っ
く
り
と
味
が
出
て
く

る
た
め
、
浮
か
べ
た
ま
ま
飲
ん
で
も
紅
茶
が

酸
っ
ぱ
く
な
り
す
ぎ
な
い
の
が
特
長
だ
。
レ

モ
ン
の
ス
ラ
イ
ス
は
種
の
な
い
も
の
を
人
の

手
で
丁
寧
に
選
別
し
て
い
る
。

個
性
的
な
品
ぞ
ろ
え
で
人
気
を
集
め
る
全

国
展
開
の
ス
ー
パ
ー
で
販
売
開
始
後
、
手
仕

事
が
光
る
日
本
の
生
活
雑
貨
や
食
品
の
販
売

な
ど
を
手
が
け
る
株
式
会
社
中
川
政
七
商
店

（
奈
良
県
）
で
取
り
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
る

と
、
全
国
の
雑
貨
店
か
ら
注
文
が
入
る
よ
う

に
な
っ
た
。
二
〇
一
五
（
平
成
二
十
七
）
年

に
は
、〝
世
界
に
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
日

本
が
誇
る
べ
き
す
ぐ
れ
た
地
方
産
品
〟
を
発

掘
し
世
界
に
発
信
す
る
経
済
産
業
省
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
「T

he W
onder 500

T
M

」
の

商
材
五
百
点
の
一
つ
に
選
ば
れ
た
。
特
許
を

取
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
発
売
後
に
類
似

品
が
出
て
き
た
が
、
同
社
の
商
品
に
匹
敵
す

る
品
質
の
も
の
は
出
て
こ
な
か
っ
た
。
あ
る

大
手
メ
ー
カ
ー
は
、「
社
内
で
開
発
を
検
討

し
た
が
、
乾
燥
レ
モ
ン
と
紅
茶
の
個
包
装
を

こ
の
価
格
ま
で
抑
え
る
こ
と
は
と
て
も
真
似

で
き
な
い
」
と
舌
を
巻
い
た
と
い
う
。

数
年
後
に
発
売
し
た
「
Ｆ
Ｌ
Ｔ
レ
モ
ン

ハ
ー
ト
」
は
、
ハ
ー
ト
形
の
レ
モ
ン
を
入
れ

た
商
品
で
、
見
た
目
の
か
わ
い
ら
し
さ
か
ら

Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
大
き
な
反
響
を
得
た
。

「
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
の
九
割

は
二
十
～
五
十
代
の
女
性
で
、
プ
レ
ゼ
ン
ト

と
し
て
購
入
さ
れ
る
男
性
の
方
も
多
い
よ
う

で
す
。
商
品
を
知
る
き
っ
か
け
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と

い
う
人
は
多
く
、
広
告
費
を
か
け
な
く
て
も

情
報
が
拡
散
さ
れ
る
の
で
、
商
品
を
売
る
上

で
と
て
も
大
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。
類
似
品

が
出
て
も
、
消
費
者
が
す
ぐ
に
気
づ
い
て
指

摘
す
る
た
め
、
小
さ
な
企
業
で
も
早
め
に
ア

ピ
ー
ル
を
す
れ
ば
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
が
取
れ
る

時
代
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

と
光
浦
社
長
は
話
す
。

 

入
り
口
を
増
や
し
て

 

新
し
い
顧
客
を
呼
び
込
む

フ
ロ
ー
ト
レ
モ
ン
テ
ィ
ー
は
今
や
売
り

上
げ
の
半
分
を
占
め
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の

シ
リ
ー
ズ
が
知
ら
れ
た
相
乗
効
果
で
小
売
用

の
味
噌
や
醬
油
の
売
り
上
げ
も
増
え
て
い
っ

た
。
一
方
、
業
務
用
商
品
は
、
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
を
契
機
と
し
た
価
格
競
争
で
売
上

比
率
を
落
と
し
、
現
在
で
は
全
売
上
高
の
二

割
ほ
ど
に
な
っ
て
い
る
。

産
直
野
菜
な
ど
を
定
期
的
に
宅
配
す
る

サ
ー
ビ
ス
を
展
開
す
る
企
業
と
の
取
引
も
始

ま
り
、
食
材
と
一
緒
に
調
味
料
を
発
送
す
る

形
で
取
り
扱
い
が
増
え
て
き
た
。
順
調
に
取

引
先
を
広
げ
て
き
た
一
方
で
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
る
混
乱
も
経
験

し
た
。
宅
配
需
要
の
急
拡
大
や
物
流
倉
庫
の

感
染
防
止
対
策
で
在
庫
の
管
理
方
法
が
変
わ

り
、
小
売
店
の
休
業
も
長
ら
く
続
い
た
。

「
自
分
た
ち
の
努
力
で
売
り
上
げ
を
伸
ば
せ

る
販
路
を
持
つ
こ
と
の
重
要
性
を
痛
感
し
、

今
後
は
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
で
流
通
さ
せ
つ

つ
、
店
舗
展
開
も
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
今
、
店
舗
経
営
は
厳
し

乾燥する前のレモン。一つひとつ丁寧に並べていく

本社ショップ

100年以上製法を守り続けている
「光うらの麦みそ」

手作業でゆっくりと麴をつくる

代表取締役の光浦健太郎氏 国産紅茶と乾燥したスライスレモンがセットになった「フロートレモンティー」

◆光浦醸造工業株式会社：0835（32）0020   URL https://mitsuura.jp/　  写真提供：光浦醸造工業株式会社

山
口
県
で
親
し
ま
れ
て
い
る
麦
味
噌
や
醬
油
を
創
業
以
来
造
り
続
け
て
き
た
光

浦
醸
造
工
業
。
地
域
性
を
大
切
に
し
な
が
ら
消
費
者
に
直
接
届
く
小
売
用
商
品

を
全
国
の
雑
貨
店
や
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
自
社
通
販
サ
イ
ト
な
ど
で
展
開

し
始
め
、
新
た
な
顧
客
を
増
や
し
て
い
る
。

光
浦
醸
造
工
業
株
式
会
社  

《
山
口
県
防
府
市
》

百
五
十
年
続
く
味
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

新
た
に
小
売
用
商
品
を
展
開
し
、顧
客
を
発
掘

※1 OEM生産…委託者である他社のブランド製品を製造※2 エコレモン…防かび剤やワックスを用いず最小限の農薬しか使用しせずに栽培
した、広島県の特別栽培農産物の認証を受けたレモン



ゆ
め
つ
む
ぎ
び
と
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か
つ
て
の
学
び
舎や

に

子
ど
も
の
声
が
蘇
る

倉
吉
市
の
中
心
部
に
、
ユ
ニ
ー
ク
な
円

柱
形
の
建
物
が
あ
る
。
大
き
な
恐
竜
の
看
板

に
、
子
ど
も
た
ち
が
「
見
て
見
て
！
」
と

歓
声
を
あ
げ
る
。
二
〇
一
八
（
平
成
三
十
）

年
四
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
円
形
劇
場
く

ら
よ
し
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
は
、

一
九
五
五
（
昭
和
三
十
）
年
四
月
に
建
設
さ

れ
た
旧
明
倫
小
学
校
円
形
校
舎
を
活
用
し
て

い
る
。
円
形
校
舎
は
、
長
方
形
の
校
舎
よ
り

も
廊
下
や
壁
の
面
積
が
少
な
い
た
め
、
効
率

よ
く
土
地
が
利
用
で
き
、
建
設
費
用
も
安
く

抑
え
ら
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
一
九
五
〇
年

代
、
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
世
代
に
対
応
す
る
た
め

に
全
国
で
建
設
さ
れ
た
。
同
館
は
全
国
で
三

番
目
に
建
て
ら
れ
、
現
存
す
る
円
形
校
舎
で

は
最
古
の
も
の
で
あ
る
。

同
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
運
営
す
る
株
式
会

社
円
形
劇
場
の
社
長
で
あ
る
稲
嶋
正
彦
さ
ん

は
、こ
の
校
舎
で
子
ど
も
時
代
を
過
ご
し
た
。

当
時
、円
形
校
舎
は
四
年
生
以
上
が
使
用
し
、

三
年
生
以
下
は
隣
接
す
る
長
方
形
の
校
舎
を

使
っ
て
い
た
。

「
四
年
生
に
な
っ
て
校
舎
を
移
っ
た
と
き
、

上
級
生
が
す
ご
く
大
人
び
て
見
え
た
も
の
で

す
」と
校
舎
に
は
懐
か
し
い
思
い
出
が
残
る
。

教
室
に
は
太
陽
光
が
降
り
注
ぎ
、
校
舎

を
ぐ
る
り
と
囲
む
テ
ラ
ス
で
は
児
童
た
ち
が

追
い
か
け
っ
こ
や
リ
レ
ー
の
練
習
で
何
周
も

走
っ
た
。
中
央
の
ら
せ
ん
階
段
を
使
っ
て
上

級
生
の
い
る
上
の
階
に
行
く
と
き
は
ど
こ
か

緊
張
し
、
休
憩
時
間
は
テ
ラ
ス
か
ら
隣
の
ク

ラ
ス
に
遊
び
に
行
っ
た
と
い
う
。
校
舎
と
し

て
使
わ
れ
た
の
は
二
十
年
ほ
ど
で
、
そ
の
後

公
民
館
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の
倉
吉

ふ
れ
あ
い
会
館
と
し
て
二
〇
〇
六
（
平
成

十
八
）
年
ま
で
使
用
さ
れ
た
が
、
老
朽
化
に

よ
り
閉
鎖
。
そ
の
後
十
年
以
上
ひ
っ
そ
り
と

し
て
い
た
が
、
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
今
、
休
日
に
も
な

れ
ば
、
再
び
子
ど
も
た
ち
の
姿
で
賑
わ
っ
て

い
る
。

家
業
の
傍か

た
わ

ら
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
む

稲
嶋
さ
ん
は
関
西
の
大
学
へ
の
進
学
を
機

に
地
元
を
離
れ
、
卒
業
後
は
大
阪
で
新
聞
記

者
と
し
て
働
い
て
い
た
。
一
九
八
九
（
平
成

元
）
年
、
父
の
他
界
を
き
っ
か
け
に
故
郷
に

帰
り
、
家
業
の
酒
販
店
を
継
い
だ
。

家
業
の
傍
ら
、
倉
吉
市
の
明
倫
地
区
の
ま

ち
づ
く
り
に
も
取
り
組
ん
で
き
た
。
明
倫
地

区
は
江
戸
時
代
に
商
人
や
職
人
の
ま
ち
と
し

て
栄
え
、
大
通
り
か
ら
一
本
中
に
入
れ
ば
昔

な
が
ら
の
町
並
み
が
残
る
。
そ
の
中
で
円
形

校
舎
の
独
特
で
美
し
い
フ
ォ
ル
ム
は
地
区
の

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
た
が
、
老

朽
化
に
よ
り
、
取
り
壊
し
か
保
存
か
を
め
ぐ

り
地
元
住
民
の
間
で
も
意
見
が
分
か
れ
、
市

議
会
で
長
年
議
論
が
続
い
て
い
た
。

稲
嶋
さ
ん
自
身
は
「
建
物
は
役
目
を
終
え

た
ら
壊
し
て
よ
い
」
と
い
う
考
え
で
あ
る
も

の
の
、
円
形
校
舎
に
関
し
て
は
「
地
域
資
源

と
し
て
ま
だ
役
目
が
あ
る
は
ず
だ
」
と
の
確

信
が
あ
り
、
仲
間
た
ち
と
保
存
の
た
め
に
活

動
し
始
め
た
。
二
〇
〇
九
（
平
成
二
十
一
）

年
に
明
倫
小
学
校
創
立
百
周
年
に
合
わ
せ

て
、
建
物
全
体
を
白
い
幕
で
覆
い
、
ケ
ー
キ

に
見
立
て
て
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
た
「
バ
ー
ス

デ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
円
形
校
舎
の
価

値
を
再
認
識
す
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。
稲

嶋
さ
ん
が
以
前
代
表
を
務
め
て
い
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
明
倫ＮＥＸＴ１００

は
、
二
〇
一
〇
（
平

成
二
十
二
）
年
の
設
立
後
、
明
倫
地
区
に
芸

術
家
を
呼
び
込
ん
で
創
作
活
動
を
行
う
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
事
業
「
明

倫
Ａ
Ｉ
Ｒ
」
を
毎
年
開
く
な
ど
、
円
形
校
舎

を
起
点
に
し
た
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
を

行
い
、
地
域
資
源
の
再
発
見
・
再
活
用
に
取

り
組
ん
で
き
た
。

ま
ち
に
誇
れ
る
も
の
を

残
し
た
い

し
か
し
、
耐
震
補
強
工
事
に
三
億
円
超
の

費
用
が
か
か
る
こ
と
も
あ
り
、
二
〇
一
四
（
平

成
二
十
六
）
年
、
一
旦
解
体
が
決
ま
る
。
こ
の

決
定
に
対
し
て
稲
嶋
さ
ん
た
ち
は
七
千
人
以

上
の
署
名
を
集
め
、
具
体
的
な
活
用
案
と
し
て

フ
ィ
ギ
ュ
ア
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構
想
を
打
ち
出
し
、

解
体
は
凍
結
さ
れ
た
。

「
円
形
校
舎
の
あ
る
鍛か

冶じ

町ま
ち
は
、
も
と
も
と
刀

鍛
冶
な
ど
の
職
人
の
ま
ち
で
し
た
。
そ
う
し
た

背
景
か
ら
日
本
の
も
の
づ
く
り
の
技
術
を
集

め
た
工
房
を
つ
く
れ
な
い
か
と
い
う
の
が
構

97

約2,000点のアニメキャラや TVヒーロー、動物などのフィギュアが展
示されている円形劇場くらよしフィギュアミュージアム

解
体
寸
前
の
円
形
校
舎
を
フィ
ギ
ュ
ア
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
転
用
し
、

倉
吉
の
ま
ち
づ
く
り
の
シ
ン
ボ
ル
に
な
る
こ
と
を
目
指
す

倉
吉
市
内
に
あ
る
旧
明
倫
小
学
校
円
形
校
舎
は
、
老
朽
化
に
よ
り
一
度
は
解
体
が
決
定
し
て
い
た
が
、
次
世
代
ま
で
継
承
し
て
い
き
た
い
と
い
う
卒
業
生
の
稲
嶋
正
彦

さ
ん
ら
住
民
た
ち
の
ひ
た
む
き
な
活
動
に
よ
っ
て
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。
オ
ー
プ
ン
か
ら
ま
も
な
く
三
年
が
経
過
し
、
ま
ち
の
シ
ン

ボ
ル
に
な
る
よ
う
な
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
目
指
し
、
新
た
な
展
開
を
探
っ
て
い
る
。

p r o f i l e

稲嶋 正彦〈いなしま・まさひこ〉

株式会社円形劇場代表取締役
倉吉市出身。旧明倫小学校卒業生。大阪で新聞記者として働いた後、1989年
にUターン。旧明倫小学校円形校舎の保存活動をはじめ、倉吉市内明倫地区の
まちづくりに取り組んでいる。

文：倉恒 弘美（鳥取県倉吉市在住）    写真撮影：山田 真実（鳥取市在住）

休み時間になると、生徒は
ベランダに出て隣のクラス
へ行ったり、そこでおしゃ
べりしたりしていた＊

創立50周年記念大運動会にて。旧明倫
小学校は1クラス50名と大人数だった＊

上りはらせん階段、下りは校舎隅に設け
られた通常の階段と利用を分けていた＊

株
式
会
社
円
形
劇
場 

代
表
取
締
役  

稲
嶋 

正
彦  

《
鳥
取
県
倉
吉
市
》

＊写真提供：株式会社円形劇場
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想
の
原
点
で
す
」

当
時
、
フ
ィ
ギ
ュ
ア
に
関
し
て
ま
っ
た
く

の
素
人
だ
っ
た
が
、
精
巧
な
造
形
を
見
て
感

動
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
、「
ク
ー
ル
ジ
ャ

パ
ン
を
象
徴
す
る
フ
ィ
ギ
ュ
ア
を
展
示
す
る

こ
と
で
人
が
集
ま
り
、
建
物
に
新
た
な
命
を

吹
き
込
め
る
の
で
は
」
と
構
想
を
具
体
化
し

て
い
っ
た
。

「
倉
吉
が
ど
ん
な
ま
ち
か
と
聞
か
れ
て
、
子

ど
も
た
ち
が
誇
れ
る
ま
ち
の
シ
ン
ボ
ル
に
な

る
よ
う
な
も
の
を
残
し
た
い
の
で
す
。『
日

本
一
古
い
円
形
校
舎
が
あ
っ
て
、
日
本
一
す

ご
い
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
あ
る
』

な
ん
て
、
個
性
的
で
し
ょ
う
？
」

日
本
を
代
表
す
る
フ
ィ
ギ
ュ
ア
メ
ー
カ
ー

や
著
名
な
ク
リ
エ
イ
タ
ー
の
協
力
を
取
り
付

け
、
二
〇
一
六
（
平
成
二
十
八
）
年
に
は
地

元
の
住
民
や
企
業
か
ら
資
金
を
集
め
て
活
動

基
盤
と
な
る
株
式
会
社
円
形
劇
場
を
設
立
。

資
本
金
の
半
数
は
個
人
か
ら
だ
っ
た
。
こ
う

し
た
市
民
の
熱
意
に
動
か
さ
れ
て
市
も
方
針

を
転
換
し
、
同
年
七
月
、
校
舎
が
無
償
譲
渡

さ
れ
た
。
資
金
確
保
の
問
題
は
、
国
の
補
助

金
、
地
元
三
銀
行
か
ら
の
融
資
、
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
活
用
な
ど
で
ク
リ
ア
し

た
。
二
〇
一
七
（
平
成
二
十
九
）
年
秋
か
ら

耐
震
補
強
工
事
が
始
ま
り
、
翌
年
春
に
フ
ィ

ギ
ュ
ア
ミ
ュ
ー
ア
ジ
ア
ム
と
し
て
生
ま
れ
変

わ
っ
た
。

円
形
劇
場
を

ま
ち
づ
く
り
の
シ
ン
ボ
ル
に

「
小
学
校
だ
っ
た
頃
の
よ
う
に
、
子
ど
も
た

ち
の
歓
声
が
あ
が
る
場
所
に
し
た
い
」
と
稲

嶋
さ
ん
。
館
内
で
子
ど
も
た
ち
は
展
示
の
一

つ
ひ
と
つ
に
足
を
止
め
て
喜
び
、
ジ
オ
ラ
マ

コ
ー
ナ
ー
で
は
親
子
で
撮
影
会
が
始
ま
る
。

「
子
ど
も
が
い
つ
ま
で
も
帰
り
た
が
ら
な
い
」

と
い
う
声
も
多
く
聞
か
れ
る
。

子
ど
も
だ
け
で
な
く
大
人
も
楽
し
め
る

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
目
指
し
て
お
り
、
同
館
で

は
こ
れ
ま
で
に
昭
和
や
平
成
の
人
気
ア
ニ
メ

や
、
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
な
ど
、
幅
広
い
世

代
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
企
画
展
を
開
催
し
て

き
た
。
細
か
な
造
形
や
、
往
年
の
名
作
ア
ニ

メ
の
フ
ィ
ギ
ュ
ア
を
前
に
す
る
と
、
大
人
も

子
ど
も
の
頃
の
ワ
ク
ワ
ク
感
を
思
い
出
す
。

来
館
者
の
半
数
は
子
ど
も
連
れ
の
フ
ァ

ミ
リ
ー
層
で
、
小
学
校
を
懐
か
し
む
シ
ニ
ア

層
の
姿
も
多
く
見
ら
れ
る
。
二
〇
一
八
年

度
の
来
館
者
は
四
万
七
千
三
百
人
と
な
っ

た
。
翌
年
度
は
五
万
人
強
と
増
加
し
た
が
、

二
〇
二
〇
（
令
和
二
）
年
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

り
減
少
し
た
。
一
方
で

県
外
へ
旅
行
で
き
な
い

県
内
か
ら
の
来
館
が
増

え
、
県
民
に
認
知
さ
れ

る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。
目
標
と
し
て
掲
げ

る
来
館
者
八
万
人
に
向
け
、
魅
力
的
な
企
画

展
で
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
と
も
に
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

活
用
し
、
積
極
的
に
マ
ス
コ
ミ
取
材
を
受
け

て
い
く
考
え
だ
。

「
特
定
の
フ
ィ
ギ
ュ
ア
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
縛

り
が
な
い
強
み
を
生
か
し
、
特
撮
や
人
気
ア

ニ
メ
な
ど
の
充
実
し
た
企
画
展
を
開
催
し
た

い
で
す
。
そ
れ
を
来
館
の
き
っ
か
け
に
し

て
、
建
物
や
常
設
展
を
含
め
た
全
体
的
な
魅

力
に
気
づ
い
て
も
ら
い
リ
ピ
ー
タ
ー
を
作
り

出
す
。
十
年
、
二
十
年
の
長
期
的
ス
パ
ン
で

知
名
度
を
高
め
て
い
く
方
針
で
す
」

ま
た
経
営
を
軌
道
に
乗
せ
て
、
将
来
的
に

は
、
当
初
の
構
想
に
あ
っ
た
工
房
の
併
設
も

目
指
し
て
い
る
。
稲
嶋
さ
ん
た
ち
の
最
終
目

標
は
ま
ち
全
体
を
元
気
に
す
る
こ
と
だ
。

「
理
想
は
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
来
た
人
が
、
帰

り
に
観
光
名
所
の
白
壁
土
蔵
ま
で
歩
く
道
す

が
ら
、
住
民
が
軒
先
の
縁
側
か
ら
『
お
茶
で

も
ど
う
ぞ
』
と
気
軽
に
声
を
か
け
る
、
誰
も

が
ほ
っ
と
す
る
ま
ち
。
円
形
校
舎
を
そ
の
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
育
て
た
い
で
す
」

こ
の
名
酒
に
こ
の
一
品

《
島
根
県
奥
出
雲
町
》
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島
根
県
の
東
南
端
に
位
置
し
、
広
島
県
や

鳥
取
県
と
も
接
す
る
奥
出
雲
町
。
中
国
山
地

の
山
々
を
背
に
盆
地
が
広
が
り
、
昼
夜
の
寒

暖
差
が
大
き
く
、
肥ひ

沃よ
く

な
土
壌
を
持
ち
、
米

作
り
に
適
し
た
環
境
を
備
え
た
地
域
で
あ
る
。

県
内
酒
造
会
社
の
約
七
割
の
酒さ

か

米ま
い

が
こ
の
地

で
作
ら
れ
、
地
元
の
仁
多
米
コ
シ
ヒ
カ
リ
は

ブ
ラ
ン
ド
米
と
し
て
全
国
的
に
知
ら
れ
る
。

　

道
の
駅「
酒
蔵
奥
出
雲
交
流
館
」に
併
設
さ
れ

て
い
る
奥
出
雲
酒
造
は
、
旧
仁
多
町
で
約
八
十

年
続
い
た
酒
造
会
社
を
前
身
と
す
る
。
こ
の
会

社
の
廃
業
に
伴
う
農
業
へ
の
影
響
を
危
惧
し
た

町
が
、二
〇
〇
四（
平
成
十
六
）年
に
買
収
し
、翌

年
に
は
酒
蔵
を
現
在
の
場
所
に
移
し
、
第
三
セ

ク
タ
ー
の
酒
造
会
社
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。

　

玉た
ま

峰み
ね
山さ
ん
の
伏
流
水
を
使
い
、
二
〇
一
四
（
平

成
二
十
六
）
年
に
は
醸
造
ア
ル
コ
ー
ル
を
添
加

し
な
い
全
量
純
米
造
り
に
切
り
替
え
た
。
酒
蔵

奥
出
雲
交
流
館
内
の
直
営
売
店
に
試
飲
コ
ー

ナ
ー
が
あ
り
、
限
定
酒
を
は
じ
め
全
て
の
ブ
ラ

ン
ド
を
購
入
で
き
る
の
も
魅
力
だ
。「
伝
統
が

な
い
分
、
多
彩
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
の
挑

戦
が
で
き
る
」
と
統
括
営
業
部
長
の
寺
戸
史ふ

み

浩ひ
ろ

さ
ん
。
二
〇
一
五
（
平
成
二
十
七
）
年
に
仁
多

米
コ
シ
ヒ
カ
リ
百
％
で
の
酒
造
り
に
挑
戦
し
た

と
こ
ろ
、
仁
多
米
は
他
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
よ
り
も

硬
質
で
も
ろ
み
の
中
で
ゆ
っ
く
り
溶
け
る
た
め

雑
味
と
な
る
米
の
う
ま
味
が
出
に
く
く
、
味
わ

い
が
あ
り
な
が
ら
も
ク
リ
ア
な
お
酒
に
仕
上

が
っ
た
。

　

そ
の
名
酒
が
、
今
回
紹
介
す
る
「
仁
多
米
コ

シ
ヒ
カ
リ
純
米
大
吟
醸
」で
あ
る
。
柔
ら
か
い
吟ぎ

ん

醸じ
ょ
う

香か

が
広
が
る
お
酒
で
、
イ
タ
リ
ア
酒
ソ
ム
リ
エ

協
会
主
催
の
ミ
ラ
ノ
酒
チ
ャ
レ
ン
ジ
二
〇
一
九

で
最
高
位
の
プ
ラ
チ
ナ
賞
を
受
賞
し
た
。

　

お
米
の
味
わ
い
が
広
が
り
な
が
ら
も
キ
レ
が

あ
り
、
食
中
酒
と
し
て
も
気
軽
に
楽
し
め
る
こ

の
お
酒
に
寺
戸
さ
ん
が
勧
め
て
く
れ
た
肴
は
、

自
社
の
酒
粕
と
純
米
酒
を
練
り
上
げ
て
作
っ
た

粕
床
に
漬
け
込
ん
だ
酒
粕
ク
リ
ー
ム
チ
ー
ズ
。

酒
粕
の
風
味
で
酸
味
が
抑
え
ら
れ
、
出
雲
市
平

田
町
産
の
干
し
柿
と
合
わ
せ
る
と
、
レ
ア
チ
ー

ズ
ケ
ー
キ
を
食
べ
て
い
る
か
の
よ
う
。
ね
っ
と

り
と
し
た
食
感
と
甘
味
が
お
酒
を
包
み
込
み
、

優
し
い
余
韻
が
続
く
。

　

同
社
で
は
お
酒
と
一
緒
に
楽
し
ん
で
も
ら

う
食
品
開
発
に
も
力
を
注
ぐ
と
と
も
に
、
精

米
の
際
に
出
る
米
ぬ
か
を
有
効
利
用
し
た「
米

ぬ
か
Ｅ
Ｃ
Ｏ
バ
ッ
グ
」
も
開
発
。
米
ぬ
か
の
抗

酸
化
作
用
が
野
菜
の
保
存
に
も
有
効
で
好
評

だ
。
酒
造
以
外
の
シ
ー
ン
で
も
こ
れ
か
ら
の

展
開
が
楽
し
み
な
酒
蔵
で
あ
る
。

くらよしフィギュアミュージアムのシンボルともいえるらせん階段

1955（昭和30）年当時の教室を再現

屋上から見渡せる倉吉の町。左端に現在の明倫小学校を望む
ことができる

倉恒 弘美〈くらつね・ひろみ〉

鳥取県倉吉市出身。東京の出版社勤務
を経てフリーライターに。Uターン後、
鳥取県を中心に山陰の情報誌やPR 誌
で活動する。

◆円形劇場くらよしフィギュアミュージアム：0858（27）1200   URL https://www.enkei-museum.com/

酒
粕
ク
リ
ー
ム
チ
ー
ズ

仁
多
米
コ
シ
ヒ
カ
リ　
純
米
大
吟
醸 

奥出雲酒造株式会社
創業　2004（平成16）年
島根県仁多郡奥出雲町亀嵩1380-1
TEL 0854-57-0888
http://okuizumosyuzou.com/
年間生産量　200石（36㎘/2万升） 酒蔵奥出雲交流館

文：石原 美和（島根県松江市在住）　写真撮影：佐野 明美（島根県松江市在住）

2階の展示フロアには動物や恐竜、TV
ヒーローなど精巧に作られたフィギュア
約2,000点を展示



伝
統
芸
能
を
継
ぐ
人
び
と
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神
事
形
式
を
今
も
受
け
継
ぐ

比
婆
荒
神
神
楽
は
、
広
島
県
庄
原
市
の
東

城
町
や
西
城
町
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
。
中
で

も
、
東
城
町
竹
森
・
田
森
地
区
は
発
祥
の
地

と
さ
れ
、
伝
統
の
形
式
を
守
っ
て
継
承
さ
れ

て
き
た
。
数
戸
か
ら
数
十
戸
の
「
名み

ょ
う

」
と
呼

ば
れ
る
集
落
ご
と
に
祀ま

つ

っ
て
い
る
本も
と

山や
ま
三さ
ん
宝ぽ
う

荒こ
う

神じ
ん

に
奉
納
さ
れ
る
祖
霊
信
仰
の
神
楽
で
、

死
者
の
鎮
魂
の
要
素
を
色
濃
く
残
す
。特
に
、

託
宣
な
ど
の
神
事
を
今
も
受
け
継
い
で
い
る
点

が
全
国
で
も
貴
重
な
存
在
と
さ
れ
る
所
以
だ
。

五
穀
豊
穣
へ
の
感
謝
や
、
氏
子
の
願
掛
け

と
し
て
毎
年
奉
納
さ
れ
る「
小こ

神か
ぐ
ら楽
」と
と
も

に
、
名
ご
と
に
決
め
ら
れ
た
七
年
、
十
三
年
、

三
十
三
年
の
式
年
に
行
わ
れ
る
「
大お

お

神か
ぐ
ら楽
」

が
あ
る
。
大
神
楽
は
死し

霊り
ょ
う

を
清
め
て
祖
霊
に

加
え
る
こ
と
を
目
的
に
、
古
式
に
則
り
、
盛
大

か
つ
厳
粛
に
執
り
行
わ
れ
る
。
通
常
、
比
婆

荒
神
神
楽
と
い
え
ば
、
大
神
楽
を
指
す
。

大
神
楽
は
前
神
楽
、
本
神
楽
、
灰
神
楽
で

構
成
さ
れ
、
か
つ
て
は
四
日
四
晩
に
わ
た
っ

て
行
わ
れ
て
い
た
が
、
近
年
は
二
日
一
晩
に

簡
素
化
さ
れ
て
い
る
。
最
大
の
山
場
は
本
神

楽
の
「
竜た

つ

押
し
」
か
ら
「
荒
神
送
り
」
で
、

神
職
が
白
木
綿
を
竜
に
か
け
て
押
す
う
ち
に

神
が
か
り
状
態
に
な
っ
て
、
託
宣
を
行
う
。

そ
し
て
、
緊
張
が
解
け
た
中
で
灰
神
楽
を
行

い
、
大
神
楽
の
全
て
が
終
わ
る
。

竜
押
し
で
担
が
れ
る
巨
大
な
藁
製
の
竜

は
、比
婆
荒
神
神
楽
の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在
で
、

本
神
楽
の
舞
台
を
再
現
し
た
「
神こ

う

殿ど
の
」
と
と

も
に
、
地
域
に
残
る
民
族
文
化
と
し
て
国
立

歴
史
民
俗
博
物
館
（
千
葉
県
佐
倉
市
）
に
展

示
さ
れ
て
い
る
。

神
楽
社
と
神
職
者
、

有
識
者
ら
で
保
存
会
を
設
立

舞
を
は
じ
め
、
太
鼓
や
笛
、
鉦か
ね
※
１な
ど
は
、

正
統
継
承
者
で
あ
る
舞
手
組
織
「
比
婆
荒
神

神
楽
社
」
が
担
う
。
メ
ン
バ
ー
は
十
人※

２
で
、
舞

や
太
鼓
、
笛
、
鉦
の
全
て
の
役
を
こ
な
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
舞
台
に
立
つ
に
は
十
年
か

か
る
と
も
言
わ
れ
、
継
承
は
容
易
で
は
な
い
。

「
舞
は
も
と
よ
り
、
特
に
重
要
な
の
が
太
鼓
。

楽
譜
は
な
く
、
身
体
で
覚
え
る
し
か
な
い
。

太
鼓
が
つ
く
る
リ
ズ
ム
が
舞
の
出
来
不
出
来

に
大
き
く
影
響
す
る
」
と
社
を
率
い
る
横
山

邦
和
さ
ん
は
話
す
。
大
神
楽
の
経
験
が
な
い

世
代
も
多
く
な
り
、「
神
事
も
含
め
、
研
鑽

を
積
む
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
」
と
厳

し
い
現
状
を
口
に
す
る
。

比
婆
荒
神
神
楽
は
一
九
七
九
（
昭
和

五
十
四
）
年
に
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
以
降
、
比
婆
荒
神
神
楽
社
を

は
じ
め
、
神
職
者
や
学
識
経
験
者
な
ど
で
構

成
す
る
「
比
婆
荒
神
神
楽
保
存
会
」（
横
山

邦
和
会
長
）
に
よ
っ
て
保
存
継
承
に
向
け
た

活
動
が
行
わ
れ
て
き
た
。

田
森
地
区
で
は
、「
比
婆
荒
神
神
楽
子
ど

も
神
楽
塾
」
を
二
〇
〇
一
（
平
成
十
三
）
年

に
発
足
さ
せ
た
。
現
在
、
小
学
生
を
中
心
に

十
五
人
が
月
二
回
、
練
習
に
励
ん
で
い
る※

２

。

過
疎
化
が
進
む
中
、
近
年
は
広
島
県
広
島
市

や
廿
日
市
市
、
岡
山
県
新
見
市
な
ど
か
ら
通

う
ケ
ー
ス
も
増
え
て
い
る
と
い
う
。
開
始
か

ら
二
十
年
。
横
山
さ
ん
は
「
子
ど
も
神
楽
塾

の
出
身
者
が
神
楽
を
や
り
た
い
か
ら
と
地
元

に
戻
っ
て
就
職
す
る
子
も
い
る
」
と
目
を
細

め
る
。
一
方
、
保
存
や
継
承
に
向
け
て
映
像

や
文
献
で
残
す
道
を
模
索
し
て
い
る
が
、
予

算
削
減
な
ど
も
影
響
し
、
継
承
へ
の
危
機
感

も
強
ま
っ
て
い
る
。

 

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録

に
向
け
て

そ
う
し
た
中
、
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産

登
録
を
目
指
す
動
き
も
出
始
め
て
い
る
。
横

山
さ
ん
や
地
元
自
治
会
を
中
心
に
、「
オ
ロ

チ 

火
と
水
へ
の
讃
歌
」
の
作
編
曲
者
で
神

楽
へ
の
造
詣
が
深
い
作
曲
家
の
伴と

も

谷た
に
晃
二
さ

ん
（
エ
リ
ザ
ベ
ト
音
楽
大
学
名
誉
教
授
）
や
、

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
松
尾
恒
一
教
授
ら

が
有
識
者
と
し
て
加
わ
り
、
二
〇
二
二
年
の

準
備
組
織
設
立
に
向
け
て
道
筋
を
描
い
て
い

る
。
伴
谷
さ
ん
は
「
比
婆
荒
神
神
楽
は
、
死

者
の
鎮
魂
と
再
生
の
た
め
の
儀
式
を
し
っ
か

り
守
っ
て
い
る
。
神
楽
の
原
点
で
あ
る
儀
式

舞
を
後
世
に
伝
え
て
い
く
た
め
に
も
、
地
域

文
化
と
経
済
政
策
を
見
据
え
た
設
立
準
備
会

が
必
要
」と
力
を
込
め
る
。
横
山
さ
ん
も「
活

動
を
契
機
に
、
保
存
・
継
承
へ
の
機
運
を
高

め
て
い
き
た
い
」
と
将
来
を
見
据
え
る
。

中
世
か
ら
受
け
継
い
で
き
た
神
事
の
伝
統

を
色
濃
く
残
す
比
婆
荒
神
神
楽
。
貴
重
な
伝

統
文
化
と
し
て
の
重
要
性
は
も
と
よ
り
、
わ

れ
わ
れ
の
ル
ー
ツ
を
再
発
見
す
る
可
能
性
も

秘
め
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
文
・
入
江 

太た

日か

利と
し
）

比
婆
荒
神
神
楽

3

◆比婆荒神神楽保存会：0847（74）0477　  写真提供：田森自治振興センター

（
広
島
県
庄
原
市
）

ひ

 
 

 
 

ば

 
 

 

こ

う

 
 

じ

ん

 
 

 

か

 

ぐ

 

ら

大当屋の近くの神殿田まで竜を担いでいき、押し合う「竜押し」　写真撮影：寺田 正弘

神
を
ま
つ
る
行
事
「
神か
み

事ご
と

」
の
芸
能
で
あ
る
「
神
楽
」。
舞
い
続
け
る
う
ち
に

神
が
人
に
乗
り
移
り
、
そ
の
言
葉
を
伝
え
る
「
託
宣
」
が
本
来
の
目
的
で
あ
っ

た
が
、
次
第
に
そ
の
舞
が
儀
礼
化
し
、
各
地
で
発
展
し
て
き
た
。
三
百
近
い
神

楽
団
が
活
動
し
、全
国
有
数
の
神
楽
ど
こ
ろ
と
し
て
知
ら
れ
る
広
島
県
で
唯
一
、

国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
と
し
て
指
定
さ
れ
た
神
楽
が
比
婆
荒
神
神
楽
だ
。

※1  鉦（かね）…金属製の皿状の楽器で、皿の底部の外側または内側を1本ないし2本の槌で打奏する※2  2020年12月時点

小当屋の軒下に飾られた竜

「猿田彦の舞」では、テンポの速い奏楽に合わせ、扇と太刀を持った
猿田彦が悪魔祓いをする

大当屋の天蓋から八方に延びる千道（ちみ
ち）のもとで、守護神三宝荒神を棚へ祀る

小当屋で行事を済ませると猿田彦の先
導で大当屋へ向かう

神話に基づいた物語の「能舞」で奉じられる「国譲りの能」。大国主命
（おおくにぬしのみこと）が福の餅を観客に撒く

1人で舞う「茣蓙舞」では、広げた茣蓙を前後に揺らして
飛び跳ね座を清める

比婆荒神神楽　大神楽の流れ
１
日
目

小当屋（ことうや）（遊び当屋）および大当屋
（おおとうや）（神楽・舞当屋）で準備

２
日
目

小
当
屋

湯立（ゆだて）神事
当屋の庭に湯釜を据えて、神職が当屋の建物
を背にして座り、湯立歌を歌いながら湯笹で
当屋内外を清める

荒神迎え
神職と氏子が名内の本山三宝荒神神社へ赴
き、白木綿で包んだ御神体を抱えて小当屋に
戻ってくる

七座（しちざ）神事
打立（うったて）・曲舞（きょくまい）・指紙
（さすかみ）・榊舞（さかきまい）・猿田彦（さ
るたひこ）の舞・茣蓙舞（ござまい）・神迎え

土公神（ろっくうじん）遊び
各戸の土公神の降臨を仰ぎ、それぞれの吉凶
禍福を占い、その家の当主に告げる神事

大
当
屋

神殿移り

能舞
岩戸・国譲り・八重垣

３
日
目

大
当
屋

竜押し
神殿に飾っていた竜を田に持ち出し、竜を押
し合う

舞納め・荒神送り
竜押し後、大当屋に運び神前の舞台の対角線
上の柱に腰高にくくり付けた後、「神がかり
神事」を行う。その後、荒神を元の社に送り、
竜を社の近くに巻きつける

灰神楽（へっつい遊び）
大当屋の囲炉裏を中心に「宝廻し」や火の粉を
巻き上げながら餅や灰を奪い合う「餅取り」、
「恵比須の船遊び」など五段が演じられる。神
職が障子を叩き、鶏の声を真似て「こけこう」
と3回発するとすべての神事が終わる

名の荒神社に竜を運び、神木に巻き付けられる「荒神送り」
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船
上
か
ら
見
る
景
色
6

周
南
工
場
夜
景
ク
ル
ー
ジ
ン
グ

 

《
山
口
県
周
南
市
》

黒髪島

仙島

蛇島
大津島

N

徳山東IC

新南陽駅

新南陽地区

櫛ヶ浜駅

トクヤマ

トクヤマ東ソー

回天訓練基地跡

日鉄
ステンレス

日本ゼオン

出光興産

JR徳山駅

山陽自動車道

JR山陽新幹線
2

315

徳山港

徳山地区

下松地区

120分コース
90分コース

山
口
県
周
南
市
は
全
国
の
十
一
市※

と
と
も

に
全
国
工
場
夜
景
都
市
協
議
会
を
組
織
し
、

年
一
回
開
催
す
る
「
全
国
工
場
夜
景
サ
ミ
ッ

ト
」
を
中
心
に
、
工
場
夜
景
観
光
を
核
と
し

た
地
域
活
性
化
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
協

議
会
は
第
一
回
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
日
で
あ
る

二
月
二
十
三
日
を
「
工
場
夜
景
の
日
」
と
し

て
登
録
し
、
周
南
市
で
は
二
〇
一
七
（
平
成

二
十
九
）
年
に
官
民
一
体
と
な
っ
て
個
人
向

け
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
を
商
品
化
し
た
。
そ
の
後
、

小
型
船
の
運
航
も
始
め
、
写
真
好
き
の
個
人

旅
行
者
ら
が
参
加
し
て
い
る
。

幻
想
的
な
灯
り
を
発
す
る

工
場
群

「
周
南
工
場
夜
景
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
」
は
、
コ

ン
ビ
ナ
ー
ト
を
巡
る
九
十
分
コ
ー
ス
と
、
大

津
島
の
回
天
訓
練
基
地
跡
を
見
て
コ
ン
ビ

ナ
ー
ト
を
鑑
賞
す
る
百
二
十
分
コ
ー
ス
が
あ

る
。
ど
ち
ら
も
乗
船
場
所
は
山
陽
新
幹
線
徳

山
駅
か
ら
徒
歩
三
分
の
徳
山
港
。
日
没
時
間

に
合
わ
せ
て
小
型
の
遊
漁
船
（
定
員
十
一
人
）

に
乗
り
込
み
、
夕
焼
け
の
徳
山
湾
に
滑
り
出

す
。
観
光
ガ
イ
ド
が
必
ず
乗
船
し
、
各
ポ
イ

ン
ト
で
解
説
や
旬
の
話
題
を
聞
く
こ
と
が
で

き
る
。「
エ
キ
サ
イ
ト
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
」
と

称
す
る
九
十
分
コ
ー
ス
は
、
株
式
会
社
ト
ク

ヤ
マ
、
日
本
ゼ
オ
ン
株
式
会
社
、
出
光
興
産

株
式
会
社
、
東
ソ
ー
株
式
会
社
、
日
鉄
ス
テ

ン
レ
ス
株
式
会
社
と
い
っ
た
企
業
の
工
場
夜

景
を
楽
し
め
る
。

沖
合
に
出
て
み
る
と
、
巨
大
な
工
場
群
を

一
望
で
き
る
。
波
静
か
な
瀬
戸
内
海
と
は
い

え
、
海
風
を
感
じ
つ
つ
、
船
は
最
初
、
ト
ク

ヤ
マ
の
東
工
場
を
目
指
す
。
山
積
み
さ
れ
た

石
炭
を
横
目
に
、
市
街
地
方
向
に
目
を
や
る

と
、
工
場
群
が
無
数
の
灯
り
を
発
し
て
い
る
。

製
油
施
設
の
煙
突
か
ら
は
赤
々
と
燃
え
上
が

る
炎ほ

の
お

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
日
本
有
数
の

高
さ
を
誇
り
、
周
南
市
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ

る
ト
ク
ヤ
マ
の
約
二
百
メ
ー
ト
ル
の
煙
突
も

海
か
ら
眺
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

迫
力
満
点
の
工
場
最
接
近

し
ば
ら
く
す
る
と
、
船
は
転
回
し
、
煌こ
う

々こ
う

と
灯
る
新し
ん

南な
ん

陽よ
う

地
区
の
工
場
夜
景
に
向
か

う
。
近
づ
く
に
つ
れ
、
光
量
が
さ
ら
に
増
し
、

「
ゴ
ー
ゴ
ー
」
と
い
う
大
き
な
音
が
工
場
敷

地
内
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
。
岸
壁
に
は
貨
物

船
が
接
岸
し
、
製
造
過
程
で
用
い
る
原
材
料

晴海親水公園から撮影した工場夜景　写真提供：周南市観光交流課

を
降
ろ
す
一
方
、
工
場
で
製
造
し
た
化
学
製

品
等
を
積
み
込
ん
で
い
た
。

後
半
の
見
ど
こ
ろ
は
、
単
一
業
種
の
工

場
と
し
て
は
国
内
最
大
級
の
敷
地
を
誇
る
東

ソ
ー
の
工
場
へ
の
接
近
だ
。
そ
の
距
離
、
わ

ず
か
数
十
メ
ー
ト
ル
。
と
っ
て
お
き
の
写
真

撮
影
ポ
イ
ン
ト
で
は
、
船
が
必
ず
停
泊
す
る
。

小
回
り
の
利
く
小
型
船
ゆ
え
に
、
工
場
と
工

場
の
間
の
水
路
に
も
入
る
こ
と
が
で
き
、
船

長
の
腕
の
見
せ
所
で
も
あ
る
。
大
型
ク
レ
ー

ン
や
巨
大
な
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ヤ
ー
、
煙
突
、

パ
イ
プ
類
、
タ
ン
ク
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
建
造

物
や
工
作
物
が
見
て
取
れ
る
。

「
周
南
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
工
場
夜
景
は
市
民

に
と
っ
て
癒
や
し
の
風
景
。
出
身
者
の
皆
さ

ま
も
工
場
夜
景
を
見
て
、
ふ
る
さ
と
に
帰
っ

て
き
た
こ
と
を
実
感
し
ま
す
。
赤
と
白
の
煙

突
は
昭
和
の
時
代
に
造
ら
れ
た
古
い
タ
イ
プ

で
す
」。
乗
船
す
る
観
光
ガ
イ
ド
の
名
調
子

が
心
地
よ
い
。

美
し
い
周
南
工
場
夜
景
は
以
前
か
ら
写
真

愛
好
家
の
間
で
は
有
名
だ
っ
た
が
、
個
人
向

け
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
が
商
品
化
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
観
光
客
も
よ
り
気
軽
に
楽
し
め
る
よ

う
に
な
っ
た
。
全
国
各
地
の
工
場
夜
景
の
中

で
も
「
最
も
間
近
で
鑑
賞
で
き
る
」
の
が
自

慢
で
あ
る
。

周
南
市
、
下
松
市
、
光
市
に
わ
た
る
徳
山

下
松
港
は
国
際
拠
点
港
湾
に
指
定
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
一
角
と
な
る
徳
山
港
は
二
〇
二
二

（
令
和
四
）
年
二
月
、
節
目
と
な
る
開
港
百

周
年
を
迎
え
る
。
周
南
市
で
は
、知
名
度
ア
ッ

プ
と
産
業
観
光
を
さ
ら
に
強
力
に
推
進
す
る

絶
好
の
機
会
と
捉
え
、
官
民
挙
げ
て
の
催
し

が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

（
文
・
平 

義
彦
）

石
油
化
学
を
は
じ
め
鉄
鋼
、
セ
メ
ン
ト
な
ど
多
様
な
基
礎
素
材
型
産
業
が
集
積

す
る
山
口
県
周
南
市
で
、
工
場
夜
景
を
間
近
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
個
人
向
け

ク
ル
ー
ジ
ン
グ
が
人
気
を
集
め
て
い
る
。
海
面
に
の
び
る
幻
想
的
な
灯
り
は
息
を

の
む
ほ
ど
美
し
い
。
水
蒸
気
を
発
す
る
工
場
煙え

ん

突と
つ

が
い
く
つ
も
そ
び
え
立
ち
、

独
特
の
景
観
を
醸
し
出
し
て
い
る
。

周南工場夜景クルージングのコース

製油施設から出る炎　写真撮影：丁田 純

太華山（たいかざん）から工場夜景を一望　写真撮影：神杉 朋央

船の上から熱心に写真を撮る参加者　写真撮影：平 義彦

周南市のシンボルでもあるトクヤマの煙突と発電設備
写真提供：周南市観光交流課

◆一般財団法人周南観光コンベンション協会：0834（33）8424   URL https://kanko-shunan.com/
※ 北海道室蘭市、千葉県千葉市、千葉県市原市、神奈川県川崎市、静岡県富士市、愛知県東海市、

三重県四日市市、大阪府堺市、大阪府高石市、兵庫県尼崎市、福岡県北九州市

工
場
夜
景
観
光
に
取
り
組
む

周
南
市

江
戸
時
代
、
長
州
藩
の
支
藩
徳
山
藩
が
置

か
れ
た
こ
の
地
域
は
、
大
名
行
列
が
通
行
す

る
山
陽
道
が
走
り
、
徳
山
湾
の
粭す

く
も

島じ
ま

沖
合
は

海
上
交
通
の
要
衝
で
あ
っ
た
。
戦
前
は
旧
徳

山
海
軍
燃ね
ん

料り
ょ
う

廠し
ょ
う

が
設
置
さ
れ
、
戦
艦
大
和
の

最
後
の
停
泊
地
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。
徳
山

湾
に
浮
か
ぶ
大
津
島
に
は
人
間
魚
雷
回
天
の

訓
練
基
地
跡
が
今
も
残
る
。
一
九
六
〇
年
代

以
降
は
「
周
南
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
」
と
し
て
目

覚
ま
し
い
発
展
を
遂
げ
、
製
造
品
出
荷
額
は

年
間
一
兆
円
を
上
回
る
。

臨海部の工場夜景は多彩な表情を見せる　写真撮影：三槇 義之
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山
を
あ
る
く

後
山

12

　
　　
う
し
ろ
　
　
　
　
　
や
ま

《
岡
山
県
・
兵
庫
県
》

西粟倉村西粟倉村

護摩堂護摩堂

母御堂母御堂

道仙寺道仙寺

奥の院奥の院

後山キャンプ場後山キャンプ場

登山口登山口

炭焼窯跡炭焼窯跡
炭焼窯跡炭焼窯跡

船
木
山

船
木
山

船
木
山
分
岐

船
木
山
分
岐鍋

ヶ
谷
山

鍋
ヶ
谷
山

中国自然歩道
中国自然歩道

駒
の
尾
山

駒
の
尾
山

駒の尾山登山口駒の尾山登山口 兵庫県
宍粟市
兵庫県
宍粟市

岡山県
美作市
岡山県
美作市

12811281
12531253

13341334 13441344

後山後山

黒滝分岐黒滝分岐

12551255

那岐山那岐山

N

N

比婆山古道比婆山古道
中国自然歩道
中国自然歩道

登山口から船木山を経由し、後山山頂に着き、引き返して駒の尾山に向かい、駒の尾山登山口まで下山するコースの所要時間は約3時間
地図制作：磯部 祥行　

森の中に高い石垣が見えてくると奥の院に着く

後山山頂からの眺め
写真提供：美作市

駒の尾山から眺める後山

に
登
山
道
が
岩
か
ら
土
へ
と
変
化
す
る
。
傾

斜
の
あ
る
登
山
道
を
し
ば
ら
く
進
む
と
船
木

山
分
岐
に
。
右
に
登
る
と
船
木
山
に
着
き
、

さ
ら
に
そ
の
先
を
進
め
ば
後
山
山
頂
に
至
る
。

山
頂
か
ら
は
北
に
三み

室む
ろ

山や
ま

や
氷ひ
ょ
う

ノの

山せ
ん

、
南
に

日ひ

名な

倉く
ら

山や
ま

と
東ひ
が
し

粟あ
わ

倉く
ら

地
域
の
集
落
が
望
め
る
。

山
頂
付
近
に
は
ブ
ナ
の
原
生
林
や
シ
ャ
ク
ナ
ゲ

な
ど
の
群
生
地
が
あ
り
、
春
か
ら
秋
に
か
け
て

花
や
紅
葉
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

山
麓
を
流
れ
る
行ぎ

ょ
う

者じ
ゃ

川が
わ

に
は
オ
オ
サ
ン

シ
ョ
ウ
ウ
オ
や
ア
マ
ゴ
な
ど
が
生
息
し
、
豊

富
な
動
植
物
に
恵
ま
れ
た
山
で
あ
る
。

標
高
一
三
四
四・六
メ
ー
ト
ル
と
、
岡
山
県

の
最
高
峰
で
あ
る
後
山
は
、
古
く
か
ら
修し

ゅ

験げ
ん

道ど
う

の
霊
山
と
さ
れ
て
き
た
。
南
側
に
あ
る
道ど
う

仙せ
ん

寺じ

は
後
山
を
代
表
す
る
寺
院
で
、
そ
の
奥

の
院
を
目
指
し
、
古

い
に
し
え

よ
り
修
験
者
た
ち
が
険

し
い
山
道
を
登
っ
て
き
た
。
一
方
、
後
山
山

頂
か
ら
西
の
船ふ

な

木き

山や
ま
、
鍋な
べ

ヶが

谷た
に
山や
ま
、
駒こ
ま

の
尾お

山や
ま

へ
と
続
く
尾
根
は
、
中
国
自
然
歩
道
と
し
て
整

備
さ
れ
、険
し
い
修
験
道
の
コ
ー
ス
と
異
な
り
、

比
較
的
歩
き
や
す
い
コ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
。

後
山
キ
ャ
ン
プ
場
近
く
の
登
山
口
か
ら
歩

を
進
め
、
サ
ワ
グ
ル
ミ
や
ケ
ヤ
キ
な
ど
の
木
々

を
横
目
に
過
ぎ
る
と
、
沢
が
見
え
て
く
る
。

沢
沿
い
の
岩
場
の
多
い
道
を
し
ば
ら
く
登
り
、

炭
焼
窯
跡
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、徐
々


